「2920,The Last Year of the First Era」訳本
「2920,The Last Year of the First Era　――Morning Star――」
　「二九二〇年、第一紀最後の年　――Morning Star月の書――」

Carlovac Townway著

　二九二〇年Morning Star月一日
　Morrowind, Mournholdにて
　Almalexiaは毛皮のベッドに横たわって夢を見ていた。窓から朝の強い光が差し込み、彼女の肌や寝室の観葉植物たちを照らし出す。ようやく目を開いた彼女は、乳白色の光に満たされた、美麗で静謐な部屋に、先程まで見ていた夢を重ね合わせてみる。「……血塗られた祝宴」少しだけ天井を見つつ、その夢の内容に想いを馳せていた。

Almalexiaの宮殿の中庭にあるプールからは、冬の朝の寒さのせいで、まるで蒸発でもしているかのように水蒸気が立ち上っている。その水蒸気が晴れると、向こうに、彼女の恋人であるViviecの姿が見えた。北の書斎に居る彼に向かって、しかし、彼女は手を振ってみせるだけだ。赤黒いローブを着こなすハンサムは、毎朝、詩を綴るのが日課だから、それを邪魔したくはないのだ。
　「Vivec」彼女の声に、数千マイル向こうからでも届くような笑みと共に彼は顔を上げる。「私、戦争が終わるヴィジョンを見たわよ」
　「あと八十年かかったって、この戦争が終わるとは思えないけどね」そう微笑んで言いながらも、彼女の予言を真面目に受け取っているようだ。「それで、どっちが勝つんだい？　Morrowindかい？　それとも、Cyrodiilの帝国軍かい？」
　「Sotha Silが居なければ、 Morrowindは負けるわ」彼女は答える。
　「私の知見が正しければ、初春、早ければFirst Seed月までには、帝国軍は我々を北方にまで攻め落とすだろうね。Artaeum島に行って、Sotha Silが戻るように説得してくれないか」

　「今日、出発するわ」彼女は答えた。
　二九二〇年Morning Star月四日
　Black Marsh, Gideonにて
　皇后は、監禁室をゆったりと歩いていた。冬になると、彼女は無闇に元気になるのである。夏の間などは、窓の傍に腰かけて、見飽きた沼が運んでくる涼しい風を楽しんでいるばかりなのだが。帝都の宮殿をモチーフにした編み掛けのタペストリーが部屋中に散らばって、彼女を馬鹿にするような視線で見上げている。彼女はそれらをビリビリに引き裂くと、部屋中に漂っている断片を炎にくべた。「……馬鹿げてる」実際のところ、それが彼女に出来る精一杯の反抗だった。しかし、そんなことしか出来ない自分に、彼女は自嘲の笑みを漏らす他は無い。有り難いことに、時間だけはたっぷりあるのだ。それらタペストリーを破いて直して、もう百枚も余分に作る時間も。七年前、皇帝は、ここGiovesse城に彼女を監禁することを決定した。期限は、彼か彼女が死ぬまで。
　溜息を吐くと、騎士Zuukの呼ぶ鈴が結ばれた紐を引っ張る。数分して、帝国軍の制服に身を包んだ彼がやって来た。ここBlack Marshの原住民であるKothringiの部族の人々は、あまり服を着けることは好まない。しかし、彼はファッションにも理解を示しているようである。ただし、彼の銀色に反射する肌はほとんど不可視であり、顔と首と手を残して、鎧が宙に浮いているみたいだが。
　「帝国に栄光あれ」恭しくお辞儀をして彼は言う。
　「Zuuk」Tavia皇后は言った。「こんな生活はうんざりです。どうやって皇帝を暗殺したらいいと思います？」
　二九二〇年Morning Star月十四日
　Cyrodiil　帝都にて
　帝都の庭園や並木道に、South Wind’s Prayerを知らせる、寺院の鐘の音が響き渡っている。皇帝Reman三世は、いつも決まった寺院へと礼拝に行っているが、彼の息子にして皇位継承者であるJilek皇子は、その礼拝を政治的なものと捉えているのか、毎回、異なった寺院へと赴くようにしている。今年は、Maraを奉ずるBenevolence大聖堂であった。
　その大聖堂の礼拝は幸いにも極く短いものであるが、皇帝は、昼頃になるまで宮殿に帰ることはせずに、熱心に祈りを捧げていた。その頃、闘技場の戦士達は、大会開始のセレモニーが始まるのを、今や遅しと待ち構えていたのだ。闘技場に集まった群衆の熱気は全く衰えることを知らず、そんな中、Potentate（実力者） Versidue-Shaieは、Khajiitの一団によるアクロバットショーの準備に追われていた。
　「君の宗教は、私のよりもお手軽であるようだね」ようやく戻って来た皇帝は、そんなジョークを言いながら、Versidueに詫びを入れる。「これが第一試合かい？」
　「はい。二人の兵（つわもの）による一騎打ちですよ」陽の光に鱗の肌を反射させながら、Versidueは返す。「その闘士の故郷の武具で戦うんです」
　「それは良い」皇帝は手を打ち鳴らした。「さあ、始めよう！」

　二人の闘士が民衆の大歓声を背負って闘技場に入ってくると、皇帝は、ここ数ヶ月の問題は脇に置いてこの競技を楽しもうと考えた。
　一人目はVersidueの息子であるSavirien-Chorak。象牙のように硬い鱗、黄色く鮮やかに反射する面、すらりと細身の男である。その獲物は、一見すると頼りなさそうな、刀と脇差。対するは、皇帝の息子であるJuilek皇子。黒檀（こくたん　ebony）の鎧と荒々しいOrcの兜と盾に身を包んで、長剣を構えている。
　「夢中でいらっしゃるようですね」細長い顔に笑みを浮かべて、Versidueがささやいた。「こうしてCyrodiilがAkavirとが一対一で闘うことになるとは、思いもよりませんでしたよ。普通は、軍隊同士の戦いですからね。私達も、ついに、こう考えるようになったんですよ。……つまり、貴方達みたいに剣に対して鎧を作ったり、私達みたいに鎧に対して剣を作ったり。それが利口なやり方であると」
　Versidueや数少ないAkavirの応援者を除いて、群集の誰もが皇子の勝利を願っていた。しかし、Savirienの動は、みなが息を飲むものであった。すらりと抜刀した刀は彼の一部のようであり、ピンと背後に立てた尾はまるで武器のようでもある。そして、その尾でもって器用にバランスを取ってみせると、ひねりを加えた一度の跳躍でもって、中央のサークルに飛び込む。そこは、攻撃には絶好のポイントだ。対して、皇子は、すり足でゆっくりと距離を縮める。その手法は、決して華やかとは言えないが、伝統に則ったものである。
　一閃、両者が跳躍して剣戟が鳴ると、観客も色めきたった唸りを上げる。一旦、二人は離れると、Savirienは月のように皇子を周回し始める。それは、隙を着いて皇子の背後へと跳躍して、そこから必殺の一閃を繰り出すためであった。しかし、敵もさるもの、皇子もまた彼の周りを回って、死角からの攻撃を防いだのである。結果、皇子の背後に回っての一閃は、皇子の盾に弾かれることになる。だが、そこでカウンターを喰らわせようと皇子が剣を振り上げたとき、Savirienは不意に大地に体を伏せると、驚くほど俊敏に足払いを繰り出したのである。これには、皇子も倒れ伏せ、周囲には武具の立てる喧しい音が鳴り響いた。
　皇子の上から何度も放たれる一閃は、あたかも金属と空気を共に溶かしてしまうような迫力だ。しかし、皇子は、その一撃一撃を何とか盾で防いでいるのである。
　「我々の文化では盾を持ちませんからね」Versidueが呟く。「きっと、息子にとっては、さぞ奇妙に見えるでしょうな。私達の戦いで攻撃を受けたくなかったら、それを避ける他はありません」

　どの攻撃も盾で防がれて埒があかないと見るや、Savirienは少し後ずさってから渾身の一撃を繰り出す。だが、それも盾で流されると、逆に、皇子は彼の尾を強かに蹴りつけた。その尾でもってバランスを取っていた彼は、たまらず後ろに倒れ込む。すぐに体勢は立て直したものの、皇子はそこに仕掛けることは無く、寧ろ距離をとった。そして、二人は、またも互いを中心に円を描き始める。そこへ、不意に、Savirienがひねりを加えた跳躍で距離を詰めると、刀の一突きを繰り出した。「その一撃で勝負を決めてしまおう」という彼の狙いは、皇子には分かっていた。だから、その刀を長剣で弾くと、脇差の方は盾で押さえ込んでしまったのである。こうされると、二本の武器でバランスを保っていたSavirienは、必然、体勢を崩してしまう。
　その隙を皇子が見逃すはずは無かった。Savirienの胸に長剣の一撃、それで勝負は決したのである。強烈な痛みに両手の武器を落とした彼の喉元に、皇子の長剣が添えられる。
　「これで終わりだ！」闘技場に響く歓声を縫って、彼の叫びは響いた。
　皇子は健闘した敵を助け起こしながら、治療師を呼ぶ。そんな彼の背後から、皇帝の拍手が聞こえてきた。その仕草は、安堵しているようである。実際のところ、皇帝は、彼の息子が勝てるかどうか不安に思っていたのである。
　「皇子は立派な戦士になられますよ」Versidueは言った。「それに、立派な皇帝にも」
　「覚えておくといいぞ」皇帝が、笑いながら言う。「Akavirの動きは実に素晴らしい。しかし、我々の攻撃が一度でも当たれば、それで終わりだ」
　Remanは、残りの試合を堪能しながらも、しかし、もう純粋にはこのゲームを楽しめなくなっていた。「Versidueは」と彼は思う。「果たして、私の敵となるのだろうか？　例えば、皇后のように。……面倒なことになりそうだな」
　二九二〇年Morning Star月二十一日
　Morrowind, Mournhold

「どうして、俺のやった緑のガウンを着ないんだい？」彼女自身の服を着ている少女に、MournholdのDukeは尋ねた。

「サイズが合わないのよ」Turalaは笑って答えた。「それに、私は赤の方が好きなの。知ってるでしょ？」
　「それは、君が太ったせいだろ」そう言って彼女をベッドに引き倒すと、胸にキスを浴びせながらお腹をくすぐる。それに彼女は笑っていたが、体を起こして赤いローブを身にまとう。
　「ふふ。私はふっくらとしてるだけよ。全ての女がそうであるべきように、ね」Turalaは言う。「それで、明日は会えるのかしら？」
　「いや」Dukeは首をふる。「明日はVivecのところに行かなきゃならないし、その次の日は、EbonheartのDuke部隊が集まって来る。ふん、Almalexiaの政治的手腕なんて、彼女が居なくなった後でも、俺はちっとも認めないだろうね。お前はどう思う？」
　「同じよ」彼女は笑んで言う。「あなたが認めてるのは私だけだもの。きっと、私が居なくなった時に、それを知るでしょうね」

　「いや、全く違うね」ハッと一笑して、「俺は、たった今、お前を認めてるんだぜ」
　部屋から出て行く前に、彼女は最後のキスを彼に許した。彼の部屋に続く廊下を歩きながら、彼女は彼の言葉を思い返していた。「果たして」と考える。「子供が出来て太ったとき、彼の愛情は濃くなるのか薄らぐのか？　そもそも、結婚してくれるほど、愛してくれているのか？」
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Sun’s Dawn月の書――」に引き継がれる。

　訳注　「二九二〇年、第一紀最後の年」は、二九二〇年を各月に分けて記述している。Tamrielの暦法は一年を十二の月に分けるものであり、それぞれの月名が一月から十二月までに対応している。それ故に、本書のMorning Star月は一月に相当することになる。また、South Wind’s PrayerとはMorning Star月の祝日であり、その詳細は不明であるが、この祝日の故に闘技大会が開催されたのであろう。Akavirとは種族の名称であり、蛇に似た獣人である。
「2920,The Last Year of the First Era　――Sun’s Dawn――」
　「二九二〇年、第一紀最後の年　――Sun’s Dawn月の書――」

Carlovac Townway著
　二九二〇年Sun’s Dawn月三日
　Summurset, Artaeum島にて

　oassomの木にSotha Silの弟子達が一人ずつ登って行っては、足元の彼に果物や花々を投げ落とす。それらを受け取りながら、穏やかに過ぎていく日に向かって、感慨深そうに彼は頷いてみせた。風に白く洗われたSyrabane――彼は古代の偉大な魔術師であった――の像は、垂直に切り立った絶壁の上で海岸を見下ろしつつ、過ぎし日の面影を永く留めている。青紫のproscatoの花々は、ひんやりとした風に、右へ左へと揺られていた。ここArtaeum島からは、Summurset本土は霧がかってよく見えない。
　「ふむ。まぁ、これで良いでしょう」最後の弟子がSotha Silに果物を投げ落とすと、彼は言った。そして、彼が集められた果物や花々に手を一振りすると、それらは木へと元通りに戻ってしまった。それから、もう一振りすると、彼の周囲に半円を描いて弟子達が集まって来る。そこで、彼ら弟子の一人が足元に或る奇妙なものを見付けた。それは、その弟子の足ほどの直径を持つ、小さな繊維質の球であった。
「これは何かね？」

　Sotha Silの問いかけに、弟子達は、これが試験であると理解した。つまり、この奇妙な物体に「鑑定」の魔法をかけろ、という試験だ。彼らは目を閉じると、この物体の持つ普遍真理の相に心を合わせ始める。全ての事物は、物理的なものも精神的なものも全て、固有の共鳴を有している。そして、その一点に於いては、善悪を問わず、他者との関係、真実の意味、宇宙の詩、空間構造などについて完全な同一性が貫かれているのである。それ故に、「鑑定」は、このような絶対同一性に働きかける魔術であるのだ。
　「球です」若いNordであるWellegが答えると、それに向けて他の仲間から忍び笑いが送られる。しかし、Sotha Silはくすりともしない。

　「君が愚か者だったなら、もっと面白いことを言って欲しいものだね」そう不平を言ったあと、黒髪のAltmerに向かって尋ねる。「Lilatha、君はどう思うかね？」
　「gromです」覚束無げに、「つまり、dreuh meffなのです。その、k-k-kr-krevinasimの後の」
　「Karvinasimだね。しかし、大変よろしい」Sotha Silは言う。「それでは、その意味を教えてくれないかな？」
　「すみません。分かりません」Lilathaは縮こまって答えて、他の弟子も皆、首を振ってみせるばかりだ。
　「魔道師たる者、全てを理解せねばならない」Sotha Silは話し始める。「一般人の場合、彼の今までの経験に沿ってしか、物事を見ることが出来ない。ここで、古い手法――つまり、Mysticismに於けるPsijicの手法――を用いるならば、その能力によって事物を鑑定することは出来る。だが、私の弟子たる者、更なる高みを目指さねばならない。つまり、能力によって真実を見極めてから、それを解釈することが必要になってくるのだ。例えば、この場合、『鑑定』を用いれば、この球がdreughによって作られたgromであることは分かる。では、gromとは何か？　dreughは、大陸の北や西に棲む水中生物だ。彼らは、生後一年の間に、地上へ上がるためにKarvinasimを経験することになる。Karvinasim、すなわち、水中生活に適した皮膚や器官を自身で食べてしまうことだが。この後にgromが作られるということは、つまり……dreughのゲロだ、これは」
　生徒達は、さっと体を引くと、吐き気を催したように顔を背けた。この講義は、Sotha Silのお気に入りである。
　二九二〇年Sun’s Dawn月四日
　Cyrodiil　帝都にて

　「スパイ」浴槽の椅子に腰掛けて、足元のランプを睨みながら、皇帝は呟いた。「俺の周りは、スパイや裏切り者だらけだ」
　皇帝の愛妾であるRijiaは、彼の背中を洗いながら、腰に自分の脚を絡ませる。長年の経験から、こうして苛立っている時は官能的に迫るべきであることを知っているのだ。そうすれば、彼も落ち着きを取り戻すはずである。もちろん、皇帝が言葉をぶつけてこない限り、彼女は喋ることは無い。

そう、こうしてぶつけてこない限りは。「例えば、だ。皇帝である俺の足を踏んづけておいて、『おや、失敬。君は皇帝様であらせられましたか。いや、しかし、皇帝にはもっと適任の方がいらっしゃったと記憶していますが？』なんて言う奴が居たらどう思う？　まるで、あのArgonianの出来損ないが皇帝に相応しいというようにしか聞こえないんだが。それに、今度のMorrowindとの戦争も取り止めるべきだ、と言いたい風にも聞こえるんだよ」

「それで、どうやって憂さを晴らすつもりなの？」Rijiaは尋ねた。「大体、そんなこと言うのは、Soulrestの隊長に決まってるでしょ？　彼に鞭でもくれてやるつもり？　そうすれば、あなたの足が踏まれないようになるかも知れないわよ」
　「俺の父ならそうするだろうし、俺の祖父なら処刑するだろうな」彼はぶつぶつと答えた。「しかし、俺は、足を踏まれたって構わない。奴が、俺を尊敬していて謀反を企まない限り、ね」
　「あなたには、心から信頼できる誰かが必要よ」

　「それはお前さ」少し振り返って彼女にキスをして言った。「それにJuilekも。もっとも、あいつには、もっと注意深くなって欲しいんだがな」
　「議会や、それにVersidueは？」
　「議会？　ハッ、そんなもの、スパイや裏切り者どもの溜まり場だよ」そして再びキスを交わすと、二人は愛し合い始める。「お前が傍に居てくれる限り、俺は世界を掌で回してみせるね」
　二九二〇年Sun’s Dawn月十三日
　Morrowind, Mournhold
　Turalaは、美麗に飾り立てられた漆黒の街門の前に立っている。彼女の傍を、強い風が唸りを上げて行過ぎていく。しかし、彼女は、それらに感慨を覚えることは無かった。
　自身の愛妾が妊娠していると知って激怒したDukeは、彼女を追放してしまったのである。何度も彼女はDukeの衛兵に頼み込んでみたが、決して取り合ってはくれない。ついに家族の下に戻ると、彼らに真実――Indoril家の男の子を孕んだ――を打ち明けた。もしも彼女が嘘を吐いたならば、例えば、「この子供の父親は知らない」とか「行きずりの、名前も知らない兵士だ」とか言ったならば、大きく事態は変わっていただろう。しかし、彼女の告白を受けて、彼ら家族はRedoran家の掟を遂行せねばならなかったのだ。
　つまり、すすり泣く父親によって、彼女の手には「追放」の焼鏝（やきごて）が押されたのである。だが、実際のところ、それよりもずっと彼女を傷付けたのは、Dukeの冷酷な仕打ちであった。彼女は、今さっき自分が出てきた門を振り返った。そして、街の外に広がる、冬の平原を見渡す。捻じ曲がり、まるで眠っているかのように静寂を保つ木々。空には、鳥一羽の影すら見当たらない。「Morrowindの誰も自分を必要としていないのだ。此処ではない何処か遠くに行かなければならないのだ」そんな思いが彼女の胸を締め付ける。
　そして、ゆっくりとした、物哀しい歩調でもって、彼女は旅を始めたのだった。

　二九二〇年Sun’s Dawn月十六日（Elsweyrの新暦で数えて）
　Anequina, Senchalにて
　「何か問題でもあって？」夫の不機嫌そうな様子に気付いて、Hasaama女王が言った。この「恋人の日」の終わりには、多くの場合、彼は上機嫌で舞踏室の大勢のゲスト達と踊り明かすものである。ところが、今日に限って、早くに切り上げるとベッドで丸まって、しかめ面をしていたのである。
　「PolydorとEloisaが登場する、あの忌々しい吟遊詩人の詩、あれを聞いてたら、何だか落ち込んできちまったんだよ」彼は唸って答える。「どうして奴はあんなものを演奏したのかね」
　「でも、あの話は本当なんでしょう？　彼らは、世界から過酷な運命を背負わされていたんじゃないかしら？」

　「本当か嘘かなんて、どうでもいいんだ。問題は、奴が、吟遊詩人という腐れた職業で、あんな腐れた話をすることなのさ。もう、絶対に、奴には続きを弾かせないよ」ベッドから跳ね起きると、King Dro’Zelは大粒の涙を浮かべて言った。「奴は何処に行くって言っていた？」
　「確か、Valenwoodの東の端にあるGilverdaleだったと思うけど」小首を傾げながら、女王は答える。「でも、何するつもりなの？」
　それを聞いた彼は、一っ跳びで部屋を抜け出すと、この塔の頂上へと駆け上って行った。もしも何をしようとしていたか分かっていたならば、彼女は彼を止めに入っただろう。確かに近頃の彼はかなり変しかったし、時々、発作すら起こしていた。しかし、彼が狂気に至っているとも、あの人間の死に行く運命を意地悪く唄った吟遊詩人を、彼がそこまで憎んでいるとも思わなかったのだ。
　二九二〇年Sun’s Dawn月十九日

　Valenwood, Gilverdaleにて
　「いいかい？　もう一度、言うぜ」年老いた大工は言った。「三つの小部屋に真鍮クズが置いてあるなら、二つの小部屋に金の鍵が掛かっている。一つの小部屋に金の鍵が掛かっているなら、三つの小部屋に真鍮クズが置いてある。二つの小部屋に真鍮クズが置いてあるなら、一つの小部屋に金の鍵が掛かっている」
　「分かったわ」女が答えた。「つまり、一つの小部屋には金の鍵が掛かっているのね？」
　「いや」彼は首を振る。「始めからやり直しだぜ」

　「ママ？」小さな男の子が母親の袖を引っ張っている。

　「ちょっと待ってなさい。今、ママはお話してるところなの」そう言って、謎解きに集中し始める。「『二つの小部屋に真鍮クズが置いてあるならば、三つの小部屋に金の鍵が掛かっている』あなた、そう言ったわよね？」

　「いや」大工は我慢強く答えた。「二つの小部屋に真鍮クズが置いてあるならば、三つの小部屋に――」
　「ママ！」男の子が叫んだので、仕方なく彼女は彼の方に向き直る。

　鮮やかに赤い霧に街は飲み込まれ、立ち並ぶ建物もすっかり覆われてしまっている。彼らの前を大股で歩いているのは赤肌の巨人、DaedraのMolag Bal。彼は微笑んでいる。
　二九二〇年Sun’s Dawn月二十九日

　Valenwood, Gilverdaleにて

　Almalexiaは乗っている馬を沼の広がる原野で止めると、川でその馬に水を飲ませた。しかし、馬はそれを飲むどころか、自ら逃げ出そうとする素振りすら見せる。「奇妙だな」と彼女は思う。「Mournholdから走らせてきたのだから、もう喉が渇いているに違いないはずなのに」彼女は馬を下りると、従者の方へ歩みを進めた。
　「私達は、今どこに居るの？」彼女は尋ねた。

　従者の一人が地図を広げて答えた。「思うに、Gilverdaleという街に近付いているはずです」
　彼女は少しだけ目を閉じると、すぐに見開いた。ヴィジョンはあまりにも早く訪れたのだ。従者達が見ている中、彼女は煉瓦や骨のかけらを拾い集めると、それらを胸にかき抱いて言った。
　「みんな、Artaeum島へ急ぎましょう」そう口早に言った。
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――First Seed月の書――」に引き継がれる。
「2920,The Last Year of the First Era　――First Seed――」
　「二九二〇年、第一紀最後の年　――First Seed月の書――」

Carlovac Townway著

二九二〇年First Seed月十五日
Cyrodiil, Caer Suvioにて

皇帝Reman三世は､丘の高みから帝都の街並を見下ろしていた。しかし､彼は、自分が温かい故郷から遠く離れて在ることを知っていた。この地方の領主であるGlaviusは広大な邸宅を所有していたが､帝国の全ての軍勢を収容するまでではなかった。そのため､丘の脇にはテントが軒を連ねて、一所に集った兵士達は、この地方に特有の温暖な春を満喫していた。少し奇妙なことに､風の中に冬の寒さは感じられなかった。
　「陛下、Juilek皇子の御気分が良ろしくないようです」
　急に草陰からVersidue-Shaieが現れたのに驚きながらも、すぐに皇帝は皇子の元へと駆けて行った。どのようにAkavirが音も立てずに草の中を進んで来れたのか、彼には不可解に思われた。
「誓ってもいいが、Juilekは毒に侵されているな」皇帝は唸って言う。「すぐに治療師を呼ぶように取り計らえ。それと、私のようにJuilekにも毒見役を付けるように。いくら給仕が頑固でもな。覚えておけ、我々の周りにはスパイが大勢居ることを」

　「ええ、私も賛成です」Versidueが言った。「陛下、背信行為は確かに考えられ得る事態です。我々は、このMorrowindとの戦いに勝利するために、裏切りの芽は予め摘んでおく必要があります。敵との戦いは、何も戦場のものだけとは限らないのですから。だから、私は、陛下が先陣から退くことを進言します。勿論、陛下がそれをお厭いになることは承知しております。ちょうど、陛下の輝ける先祖であるReman一世やBrazollus Dor、そしてReman二世がそうしたように、陛下もまた先陣を切りたいと願われることでしょう。しかしながら､私は、陛下の無頼な部分をいたく気に懸けているのです。このようなことを申し上げて、御気を悪くなさらないよう､お願いします」
　「分かった」皇帝は頷いた。「では、誰が先陣を切ればよいだろう？」
　「もしも御気分が回復したならば、皇子がよろしいでしょう」Versidueが答える。「さもなければ、左翼はRiverhold出身のNaghea女王と共にFarrun出身のStorigが、右翼はLimoth出身の将校であるUlaqthが固めればよいかと愚考します」

　「左翼と右翼に、それぞれKhajiit とArgonianを配置するのか？」顔をしかめて皇帝は言う。「俺は、獣人は信用していないんだ」
　同じく獣人のAkavirであるVersidueは、彼の言葉を気に掛けなかった。何故なら、彼の言う「獣人」とはTamrielの原住民を指すものであって、AkavirのようなTsaesciを指すものではないことを知っていたからだ。「確かに獣人に左右翼を任せるのは御心配でしょうが、しかし、彼ら獣人がDunmerを憎んでいることも認めておくべきでしょうね。特に、Ulaqthの恨みは強いはずです。彼の故郷は、MournholdのDukeに率いられた反逆奴隷によって襲撃されましたから」
皇帝は渋々にそれを認めると、Versidueの方も引き下がった。「驚くべきことだが」と皇帝は思った。「Versidueは信用に足る男かも知れない。少なくとも、優秀な人材であることは確かなようだ」
二九二〇年First Seed月十八日
　Morrowind, Ald Erfoundにて

　「帝国の軍勢は何処まで近付いている？」Vivecは尋ねた。
　「二日の行軍で、此処まで至るでしょう」補佐官は答えた。「もしも我々が夜通しの行軍を行ったならば、明日の朝には、Pryaiの高みから奴らを見ることが出来ます。我々の調査に依りますと、皇帝は殿（しんがり）を務めているようです。また、FarrunのStorigが先陣を、RiverholdのNagheaが左翼を、LimothのUlaqthが右翼を、それぞれ務めているようです」
　「Ulaqth」Vivecは呟いた。どうやら､妙案が浮かんだようだ。「その情報、信用できるんだろうな？　誰が伝えたものなんだ？」
　「帝国軍に潜ませたBretonのスパイであります」若くて砂色の髪を持った男を､補佐官は示してみせた。その男はVivecの前に歩み出て会釈した。

　「名は何と言う？　それに、どうしてBretonがCyrodiilに対して諜報活動を働いているのだ？」微笑みながら、Vivecが尋ねた。
　「Dwynnen出身のCassyr Whitleyであります」男は続けて言った。「先の質問に御答えすることは、実に容易で御座います。ほぼ全ての人々は、『自分は神のために諜報している』などとは言えないでしょう。しかしながら、この私は、それを言う名誉に与っているのであります。それだけのことで御座います。それに……そう、この仕事はお金にもなりますから」
　Vivecは笑って答えた。「なるほど、そうだろうな。お前の情報が正確であるならば、な」
　二九二〇年First Seed月十九日

Morrowind, Bodrumsにて

　Bodrumに位置する閑静な小村から、蛇行するPryai河を望むことが出来る。それは、牧歌的な風景である。周囲は木々に覆われているものの、その合間から燦々と陽光が降り注ぎ、河の水は方々に健やかに巡っているのだ。そして、東には切り立った崖が、西には麗しい花々に彩られた草原が展望できる。ここでは、MorrowindとCyrodiilに特有の植物が、それぞれ競い合いながらも共存しているのである。
　「さぁ、眠る時間はたっぷりあるぞ。この仕事が終わった後にはな！」
そんな牧歌的な朝の風景も、この上官の一声で吹き飛んでしまう。そう、彼ら兵士達には、木々や河を、切り倒したり埋め立てたりしてしまう作業が残っていたのだ。夜通しの行軍で疲労困憊の極みにあった彼らは、不満を漏らし始めている。
「確かめたいことがあるのですが」Vivecの補佐官が言った。「我々が崖の上に陣を布くのは、敵の矢を焼き払って、魔術で奴らを上から打ち倒すためでしょう？　だから、木々をすっかり切り払ってしまう必要がある。また、河を埋め立ててしまうのは、奴らの動きを封じるためでしょう？　ぬかるみの中では、身動きが取れませんから」
　「半分は正解だな」満足そうに、Vivecは答えた。そして、彼は、木々を引き摺り運んでいた兵士を呼び止めて言った。「待ちなさい。この木の枝から最も真っ直ぐで最も丈夫なものを選んで、それを削って槍を作りなさい。もしも君が百人やそれ以上の兵士を用いるならば、我々が必要としている分をこしらえるのに、さして時間はかからないだろう」
　その兵士は、面倒そうに、しかし命じられた通りに作業を始めた。そこに、他の者達も加わって、最後には立派な槍が出来上がった。
　「こんなことを申し上げるのは不躾でしょうが」補佐官は言った。「兵士達は充分な武器を持っております。それに、その武器を持てない程に彼らは疲労困憊してしまっています」
　「この槍は、何も持つためのものではない」Vivecはささやいた。「今日、兵士達が疲れているのならば、今夜、充分に休息すればよいのだ。我々、指揮官達が働く前に、彼らに働いてもらう必要があるのだよ」
　ところで、槍を作ることに際して重要であるのは、先端が鋭いことは当然ながら、それと同じくらいに重要であるのは、バランス良く先細りになっていることである。最も安定している形状はピラミッドのそれであって、幾つかの槍に見られるような円錐形ではない。さて、Vivecは、兵士達の力量に合った、そして鋭くバランス良い槍を彼らに投げさせた。それが壊れてしまうと、新しいもので同様のことをさせた。疲れきっていた彼らも、次第に、完璧な槍を作れるようになっていった。一度、その境地に至ってしまえば、何度でも同じく完璧なものが作れるようになったのだ。
　その夜、戦の前の酒盛りも無ければ、新兵が不安で眠れないということも無かった。太陽が丘の下に隠れてしまうとすぐに、歩哨を除いて、皆、眠りに就いてしまった。それだけ、彼らは疲れきっていたのである。
　二九二〇年First Seed月二十日
　Morrowind, Bodrumにて

　Miramorは疲れきっていた。前の六日間で、彼は賭博と商売女を夜通し嗜んで、それから行軍を一日中、続けていたのである。彼は早く戦いたかった。いや、その戦いの後の休息が欲しかったのだ。彼が属しているのは、殿（しんがり）の側面部だった。ここは、確かに、戦死する可能性は低い場所である。だが、その一方で、前方の兵士がこしらえたぬかるみを突き進まなければならないし、寝坊でもしようものなら、先陣に置いて行かれてしまう危険もあるのだ。
　野生の花々が咲き乱れるのを横目で見ながら、彼は仲間と共に冷たいぬかるみの中を進んで行った。ひどく動き辛く、くぐもった足音ばかりが耳に付く。「前へ、もっと前へ」そう思いながらも、「Storigに率いられた先陣は、今頃、崖の脇にある草原まで辿り着いているだろうか」と、ぼんやりと考えていた。
　その瞬間、全ては起こった。
　まず、Dunmerの軍勢が、あたかもDaedoraの如く、崖の上に湧き起こったのだ。そして、帝国の先陣部隊に対して、焔と矢の洪水を浴びせた。それと時を同じくして、Dukeの旗を掲げた仲間が飛び出したかと思うと、すぐに浅い河岸へと身を潜ませてしまった。どうやら、その河岸では、木材で作られた防壁が東の方へと続いているようだった。右翼の近くでその光景を見ていたUlaqthは、「絶対にやり返してやる」と怒鳴り散らすと、すぐに彼らの後を追いかけ始めた。Nagheaは、自分の部隊を西の堤防の方へと進ませると、崖の上から新たに現れる敵兵がその味方に合流するのを妨げようとした。
　皇帝は何も考えることが出来なかった。何故なら、彼の騎馬隊は、早く戦闘に参加しようと焦るあまり、余計にぬかるみに足を取られてしまっていたからだ。まず、彼は、東の防壁の方へと進むように指示を下した。と言うのも、Mournholdの軍勢が林越しに自分の部隊を取り囲む恐れがあったからだ。実際のところ、彼らは現れなかった。だが、取り乱していた兵士達は、誤って西の方へ行ってしまったり、そのまま戦闘に突入してしまったりした。そのとき、Miramorの目は崖の上に釘付けになっていた。
　背の高いDunmer――Miramorは、あれがVivecに違いないと確信した――が、何か合図を送ったようだった。それに合わせて、攻性魔術師達が西の何処かへと一斉に呪文を詠唱した。その瞬間、物凄い水蒸気が「何処か」から吹き上がるのを見て、それがダムの決壊であることを彼は覚った。瞬く間に甚大な激流がNagheaの指揮する左翼を先陣の方へと洗い流して、彼女はUlaqthと共に東の方へ押しやられてしまった。
皇帝は呆然と立ち尽くしていた。それは、まるで勝利した彼の兵隊の帰還を待っているかのようだった。だが、すぐに我に返ると、「退却！」を叫んだ。Miramorは、走りながら洪水が行過ぎるまで身を隠した。それから、崖を目指して、水の中を出来るだけ速く駆けて行った。
　Morrowindの軍勢は、彼らの宿営地まで退いていた。Miramorが河岸をとぼとぼと歩いていると、彼の頭上から、敵兵達が勝利を祝しているのが耳に入ってきた。東の方では、帝国兵達を見た。彼らは、河にかけられた、槍を一列に並べてstrung作られた網にかかっていた。そして、Ulaqthの右翼も、その上のStorigの先陣も、その上のNagheaの左翼も、何百もの死体が、槍に数珠つなぎにされてstrungいた。
　彼は、何か金目のものは無いかと死体を漁っていたが、すぐに河から走り去った。彼は何マイルも走らねばならなかったのだ。そう、水が全てを洗い流す前に、自分の血も洗い流す前に。
　二九二〇年First Seed月二十九日
　Hammerfell, Hegatheにて
　「Corda、あなたに帝都からの手紙よ」Corda宛ての羊皮紙を手に取りながら、尼僧長は微笑んで言った（普段は笑みを滅多に浮かべることの無い尼僧が笑うときは、その笑いを見ている方が驚くような顔をするものだ）。Cordaの姉のRijiaは、少なくとも一月に一回、こうして手紙を送ってくれるので、彼女は帝都の情報を手に入れることが出来ていた。
　Cordaは、受け取った手紙は必ず公園で読むことにしている。砂色一色の修道院の世界の中で、そこだけが唯一のオアシスであり、彼女のお気に入りだったのだ。手紙の内容は、どうということもない。宮廷にまつわるいかがわしい噂や、「ワイン色のビロードが流行の兆！」とか、皇帝のイカレ具合がまた進んだとか、そういうことばかりだ。

　「こんな事に巻き込まれないでラッキーだったわね」Rijiaからの手紙には、こうあった。「先の戦闘での大失態を、皇帝は、宮殿に潜んだスパイに因るものであると確信しているの。彼は私まで疑う始末なのよ。Ruptgaにもお祈りしているみたい。決して、私みたいな破目に陥らないようにね」
　Cordaは、砂の舞う音を聴きながら、Ruptgaに祈りを捧げていた。皇帝の望みとは全く正反対だけれど。
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Rain’s Hand月の書――」に引き継がれることになる。
訳注　strungの現在形はstringであるが、これには「一列に並べる」と「数珠つなぎにする」の意味がある。恐らく、ここでVivecが用いた兵器とは、槍を網目状に組んだ後、洪水で流されて来るものに突き刺さるように、更に槍を「一列に並べた」ものであるだろう。これによって、流されて来た犠牲者は、槍に「数珠つなぎにされて」しまうのである。Ruptgaは、「satakalの飢え」を行き抜く方法を最初に見つけ出した神。Tall Papaとも呼ばれる。
「2920,The Last Year of the First Era　――Rain’s Hand――」
　「二九二〇年、第一紀最後の年　――Rain’s Hand月の書――」

Carlovac Townway著
　二九二〇年Rain’s Hand月三日

　Oblivion, Coldharbourにて

　Sotha Silは、暗い宮殿のホールを出来るだけ早く進んで行った。そこは半ば海に没しており、塩辛い海水に取り囲まれている。彼がホールのアーチ上方に明かりを灯すと、ゼラチン質の不快な生物が慌てて近くの葦の茂みへと隠れ込む。一瞬、死骸のかび臭い匂いが鼻を突くが、すぐに花々の芳香へと取って代わる。彼は、ここOblivionへ何度かDaedraの王子に会いに来たものだが、その度に、違う王子が待ち構えていたものである。
　「まずは」と彼は強く思った。「今の目的から気を逸らさないことだ」
　八人の特異な王子達は、半ば溶解した、ドーム型の部屋で彼を待っていた。すなわち、黄昏と夜明の王子Azura、謀略の王子Boethiah、知識のDaedraであるHerma-Mora、狩人Hircine、呪詛の神Malacath、災厄の王子Mehrunes Dagon、憤怒の王子Molag Bal、狂える者Sheogorathである。頭上の空から、苦痛に満ちた影が彼らとの出会いに降り注いでいた。
　二九二〇年Rain’s Hand月五日

　Summurset, Artaeum島にて

　Sotha Silの声が洞窟に木霊する。「岩よ動け！」
　すぐに外に居た弟子達もそれに唱和すると、Dreaming大洞窟を塞いでいた巨石が横に転がって行く。その入口に、灰と疲労が顔中に塗りたくられたSotha Silが姿を現した。彼は、もう何ヶ月も何年も外の光を見ていないような気がした。だが、実際には、ほんの数日間のことだったのである。ふらつく彼に手を貸そうとしたLilathaに、笑顔で首を振ってみせた。
　「……成功したのですか？」彼女は尋ねた。
　「私が話してきたDaedraの王子達は、私達の言葉に賛成してくれたよ」平板な声音で返す。「Gilverdaleを襲ったような災厄は何としても避けるべきである、とね。信頼に足る仲介者、例えば我々のような魔道師や魔女が間に立つならば、彼らも人間の要請に答えてくれるようだね」
「それで、彼らに何かお返しは約束したんですか？」Nordの少年であるWellegが尋ねる。

「daedraとの取引は」Iachesisの宮殿に居るPsijicの巨匠に会いに行く途上で彼は言った。「君みたいな子供には話すべきじゃないよ」
　二九二〇年Rain’s Hand月八日

　Cyrodiil, 帝都にて

皇子の寝室の窓から吹き込んだ強風が、室内の吊り香炉から漂うハーブの芳香をかき立てている。
「皇子の母上でいらっしゃる皇后陛下から、御手紙が届いています」Versidueの息子であるSavirienが言った。「この前の戦闘に於いて毒を盛られた件で、皇子の御健康をひどく気に掛けていらっしゃるみたいですよ」
「何とも心配性な母親を持ってしまったものだな！」Juilekが、ベッドに寝転びながら笑った。
「母親が子供の心配をするのは自然なことです」Savirienが答える。
　「しかし、な。Savirien。俺の家族は、何時だって不自然なものだったぞ。俺の追放された母親は、父親が俺に謀反の疑いを掛けることを恐れている。俺が皇冠に手を掛けようとしたら、父親は俺を毒殺すると思ってるのさ」枕に顔を沈めて苛立った声で続ける。「その一方で、父親は俺に毒見役を付けようと必死になってる。全部の食事にだぜ」
　「色々と謀（はかりごと）が多いですからね」頷いて言う。「この三週間、皇子は、帝国中の治療師を傍に置いてベッドで休んでいましたからね。しかも、暗殺を避けるために、まるでテンポの遅いダンスみたく治療師を入れ替えながら。少なくとも、みんな皇子が元通りに健康になった事は知っていますよ」
　「まったく！　今すぐにでも先陣を率いてMorrowindに突っ込めるくらいにな。本当に、そう出来たらいいよ」
　二九二〇年Rain’s Hand月十一日

　Summurset, Artaeum島にて

　弟子達は、四阿屋（あずまや）のロジア（片側に壁の無い柱廊）に一列に並んで、長く深い大理石製の溝から火炎が上がっているのを見ていた。その火炎の威力は凄まじく、空気が歪んで見えるほどである。彼らの表情は一様に強張り、その炸裂する火炎が熱い事と同様に、彼らが恐怖している事も容易に分かる。Sotha Silは火炎抵抗の呪文を唱えると、紅蓮に染まる溝の上をゆっくりと歩いて行った。彼の白いローブが焦げることも無ければ、火傷一つ負っていない。

「呪文は、諸君がそれに与えるエネルギーと、諸君自身の能力によって強化される。もちろん、この呪文も」彼は言う。「想像力と意志の力が鍵だ。空気や花々に抵抗する呪文は必要ない。それどころか、一度、呪文をかけてしまえば、火炎抵抗の呪文が必要であることも忘れなくてはならない。混乱しないで聞きなさい。火炎に対する抵抗とは、実在の火炎を無視する事では無い。諸君は、火炎という物体、火炎という構造、火炎が諸君を焼き尽くそうとする意志、そして火炎の持つ熱すら感じるだろう。しかし、その火炎が諸君を決して傷付けないという事を知っていればよいのである」
　弟子達はそれぞれ頷くと、一人ずつ師匠と同様に炎の溝を渡ってみせた。彼らの中には、身を屈めて足早に通り過ぎる者も居たけれど、炎を一掴み取っては空中に放り投げる者も居た。そうすると、その炎は泡のように広がって、彼の指の間で溶けてしまった。そんな弟子達の姿をSotha Silは満足そうな笑みと共に眺めている。そう、彼らは、懸命に恐怖と戦っているのだった。
　そこへ、一番弟子のThargallithが駆けて来て、「先生！　Almalexia様がこのArtaeum島にいらっしゃいました。Iachesis師が先生を連れて来るように、とのことです」
　Sotha SilはThargallithに事情を聞いていたが、すぐに何が起こっているか飲み込むことが出来た。そのとき、Wellegが呪文を誤ってしまい、彼の髪や肌が焦げる臭いに、周囲の弟子達もパニックに陥ってしまった。その溝から何とか抜け出そうと試みるものも、傾斜がきつくて上手くいかないでいる。見かねたSotha Silが手を一振りすると、瞬く間に炎は消え去ってしまった。
　幸いにも彼らの火傷は大したことなく、Sotha Silは治癒魔法をかけてから、Thargallithの所に戻った。
　「しばらく、君と一緒にAlmalexiaの通る路のゴミ掃除をしておこう」それから弟子達に向かって抑揚の無い声で、「恐怖は魔術を失敗させない。しかし、強大な魔道師の能力を侮ってはならない。ところで、Welleg、すぐに荷物をまとめなさい。明日の朝には、本土行きのボートを用意しておこう」
　Almalexiaは、書斎でお茶を飲みながら、Iachesisと談笑していた。彼女は、記憶にあるよりも美しく見えたが、実際のところ、その格好はお洒落とは呼べないものだった。旅で薄汚れた外套へ、じっとり湿った黒の長髪を垂らしていたのだ。近付くSotha Silの姿を認めると、彼女は彼に跳び付いた。
　「Morrowindから泳いで来たのかい？」笑ってSotha Silが言う。
　「Skywatchから海岸へ歩いている時に、雨に降られたのよ」彼の笑みに向かって、彼女は説明する。

　「そこは此処から半リーグ（二・四キロメートル）しか離れていない所だけど、しかし、この辺りでは滅多に雨は降らないものだがね」得意げにIachesisが言う。「もちろん、私だって、この島にある刺激――例えば、雨降りだとか――を見逃すことだってある。それどころか、本土すら見失うことだって。本土！　まったく、あんな所で何か成し遂げられる者には、いつも尊敬の念を抱くよ。あんな、気を散らすものばかりの世界で。気を散らすものと言えば、何か戦争について聞いていないかい？」
　「君が言いたいのは、ここ八十年の間、大陸で続いてる壮絶な奴のことだろう？」苦笑しながら、Sotha Silが答えた。
　「いや、私が話しているものの内の一つに過ぎないだろうね」Iachesisは肩をすくめて答える。「それで、どんな具合なんです？　Almalexia様」
　「Sotha Sil、あなたを本土に呼び戻さない限り、私達は負けます」笑顔を崩してAlmalexiaは答えた。それから黙りこくってしまったが、彼らの力強い呼びかけが彼女の重い口を開いた「ヴィジョンを見たんです。私達が負けるヴィジョン。それは必ず現実のものになります」
　それを聞いてSotha Silは沈黙に落ち込んでしまい、そして、Iachesisに向かって言った。「私はMorrowindに戻らねばならないようだよ」
　「何か自分がせねばならない事があるなら、必ずそれに立ち向かう。君はそういう奴だよ」Iachesisは溜息を吐いてみせた。「しかし、私は面倒な事が嫌いでね。戦争が起きて、帝国が興亡する。まったく、私の研究を邪魔してくれる事ばかりだよ。だが、君が行かねばならないならば、そうすればいい。私も、そうする事にするよ」
　「Iachesis、それはどういう事だい？　君もこの島から離れるの？」

　「いや、この島が海から去るのさ」夢見るような、速い口調でIachesisが答える。「数年もすれば、霧がこの島をすっぽり覆って、島と一緒に私は居なくなる。言わば、私は自然に任じられた助言者なのさ。もっとも、今のTamrielには助言者が多過ぎるがね。確かに私は去る、しかし、大地が私を必要とするならば――恐らく、それは別の時代だろう――再び此処に戻って来るさ」
　そう言って、Iachesisは覚束ない足取りで歩みを進めると、手に取ったグラスの最後の一口を流し込む。そして、Sotha SilとAlmalexiaの二人が去った方へ言葉を投げた。「最終便に乗り遅れるなよ」

　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Second Seed月の書――」に引き継がれる。
「2920,The Last Year of the First Era　――Second Seed――」
　「二九二〇年、第一紀最後の年　――Second Seed月の書――」

Carlovac Townway著
　二九二〇年Second Seed月十日

　Cyrodiil, 帝都にて

　「最近」Versidueは、彼の私室へ通じる扉を笑みと共に開けながら言う。「陛下の姿をあまり見かけませんでしたね。きっと……愛しのRijiaに熱を上げていたのでしょう？」
　「あいつなら、Mir Corrupで風呂に浸かってるさ」怠そうに皇帝が答えた。
　「どうぞ、お入り下さい」自分の部屋へと彼を招き入れながら、Versidue。

　「……俺は、つまり、こう考えるようになった。信頼に足る人間は、お前と皇子とRijiaの三人だけである、と」すねたような口調で、「議会なんていうのは、スパイの溜まり場以外の何物でもないね」
　「何か厄介事でも？　陛下？」同情したように言って、部屋の分厚いカーテンを引く。すぐに、ホールに響く足音も、春の庭園に集う鳥のさえずりも聞こえなくなる。
　「Bodrumの戦で皇子が毒にやられた件なんだが、その犯人が分かった。Black Marsh出身でOrma部族の一員である、毒殺を得意とする女暗殺者Catchicaだ。皇子よりも俺を狙いたかったのだろうが、それは上手くいかなかったようだな」苛立って言う。「議会によれば、奴を起訴するためには証拠が必要なんだとさ」
「もちろん、議会はそう言うでしょう」思慮深げに答える。「もしも複数の者が犯行に関与していれば、特に、その中に議会のスパイが混ざっていれば……。ところで、陛下、私に考えがあるのですが」
「何だね」せかせかと問う。「早く言ったらどうだい！」
「議会には、この問題への関与を取り下げるように言うのです。その一方で、Catchicaに衛兵を付けて泳がせておきます。そうすれば、この謀略に誰が関係しているのか、どれだけの範囲のものなのか、はっきりするはずでしょう」

　「よし」満足げなしかめ面で、「この件は最重要課題だ。この謀略の首謀者の首の根を必ず取り押さえてみせよう」
「仰せのままに、陛下」にっこりと笑ってカーテンを開くと、皇帝も彼の部屋を立ち去った。皇帝が部屋から出ると、廊下の途中でSavirienに会って会釈される。そして、そのままSavirienは、入れ違いにVersidueの部屋へと入って行った。
　「父上、何か問題でも？」Savirienはささやく。「陛下が暗殺者を見付けたとか」

　「Savirien、優れた話術というものは、だな」彼は息子に向かって言った。「相手が望むものを交換することなんだぞ。さて、私がお前にしてもらいたいことは、だ。Catchicaに手紙を届けて、次の事を奴に叩き込んで欲しい。つまり、こちらの指示に従わなければ、我々よりもリスクを背負ってもらうということだ」
　二九二〇年Second Seed月十三日

　Cyrodiil, Mir Corrupにて
　Rijiaは、豊潤な春を感じつつ身を浴槽に深く沈めていた。まるで何百万もの小石で擦られているかのように、肌がちくちくと感じられる。頭上の岩棚は霧雨を弾いていたが、幾重にも重なった暖かな陽光は、木々の間から彼女の方に差し込んでいた。それは牧歌的な生活に於ける牧歌的な瞬間であり、このとき、彼女は自身に美が満ちていくのを感じているのだった。ただ、彼女は水が飲みたかった。この白亜製の浴槽は芳香に溢れていたが、飲み物は置いていないのだ。
　「水を！」彼女は召使を呼び付けた。「水を持って来て頂戴！」

　すると、目をすっぽりとボロ切れで覆った痩身の女が現れて、ヤギ革の袋に入った水を滴らせながら持って来た。そうしてボロ切れで目を隠せば誰か分からないだろうが、しかし、その上品ぶった格好にRijiaは――自分は何も身にまとっていないのに――笑い出しそうになってしまった。だが、よくよくボロ切れのひだを覗くと、その女には全く目というものが無いのである。「そう言えば、これは」とRijiaは思う。「確か、Orma部族の特徴だったはず」しかし、実際には、その部族の者に会ったことは無い。聞くところによれば、彼らには生まれ付き目が存在せず、他の感覚を存分に働かせて生活しているのだという。「きっとMir Corrup公が新しく異国の召使を雇ったのだろう」彼女はそう考えることにした。
　革袋を置いて召使が立ち去ると、すぐに、その召使のことは彼女の頭から消え失せて、代わりに、春のうららかな陽と喉の渇きがやって来た。しかし、受け取った革袋のコルクを抜くと、満たされた液体から奇妙な金臭い匂いが立ち昇っているのだ。不意に、彼女は気配を感じた。
「Rijia様」ぬうっと物陰から帝国の衛兵隊長が現れる。「そうだったのですか……あなたはCatchicaと密通していたのですね？」
　「そんな人のこと、私は知りません」憤慨するより先に呆然として言った。「ここで何をしているのです？　いやらしい目付きで見ないで頂戴」
　「『そんな人のこと、私は知りません』ですか？　しかし、我々には、とても数分間に初めて会った風には見えませんでしたがね」そう言うと、隊長は革袋を摘み上げて中身を嗅いでみる。「ふむ、neivousなイコールのようだ。Catchicaからこれを受け取って、それで陛下を毒殺しようとした。違いますか？」

「隊長」一人の衛兵が彼の元に駆けて来て、「あのArgonianの姿を見失ってしまいました。Catchicaの奴、まるで森に溶け込んだみたいに……」

　「ふむ。まぁ、いい」隊長は答えた。「それは、さして重要ではない。こうして密約の現場を取り押さえられたのだからな。陛下も、必ずやお喜びになられることだろう。おい、この女を捕縛しろ」

　一糸まとわぬ姿で身もだえしながら浴槽から引きずり出されつつ、「無実よ！　そんなこと何も知らないし、何もやってないわ！　陛下に頸を刎ねてもらいなさい！」

　「ええ、そうしてもらいますよ」隊長は笑んで答えた。「陛下があなたの言うことを信じるならば、ね」

　二九二〇年Second Seed月二十一日

　Black Marsh, Gideonにて
　《雌豚と禿鷹》亭はいかがわしい飲み屋であり、Zuukが仲間内で飲む時のひいきでもあった。彼と仲間の他には、老練な船乗りが二人、薄暗い部屋の中でグラスを傾けている。酒に気を取られて、Zuuk達が入って来たことにも気付いていない様子だ。ろくに磨かれていない煤けた床は雌豚を思わせ、ぼんやりと差し込む陽は宙に漂う多くの埃を映し出している。
　「激しい戦闘の経験は？」Zuukは切り出した。「報酬もたんまり、危険もたんまり、っていう仕事なんですがね」
　「確かに、激しい戦闘の経験はあるぜ」横柄にMiramorは答えた。「ちょうど二ヶ月前、俺は、あのBodrumの戦に出てたんだからな。……それで、その仕事とやらはこうなんだな？　お前が指定した日時に、最小限の護衛を付けた皇帝一行がDozsa道を通る。そこで、俺はそいつらを襲う、と。ところで、皇帝連中に変装させないようにしてくれよ。通る奴らを片端から殺すのは御免だからな」
　Zuukの微笑む顔に、Miramorは自分の表情を見ていた。ZuukらKothringiの部族の人々は、光を反射する肌を持っているのだ。Miramorは、その自信たっぷりな自身の顔付きに満足していた。
　「そう」Zuukは答えた。「残りの金は成功した後です」

　そして、Zuukは机に金貨入りの大きな箱を置くと、席を立った。
　「しばらく此処を動かないで下さい」Zuukは言う。「私の後を付けようなんて気を起こさないで下さいね。依頼主は名前を知られるのを恐れています。もしも貴方が捕まって拷問にかけられたら、あちらにも火の粉が飛んでしまいますからね」
　「了解」そう返すと、強い酒のお代わりを注文する。
　店を出たZuukは、Gideonの街を馬に乗って駆けて行く。この街の通りは窮屈に入り組んでいるので、街の外に通じる門をくぐったとき、彼も彼の馬も喜んだ。そこからGiovese城に向かうのだが、春には、その城に通じている道は水浸しになってしまっているのである。しかし、彼は城への近道として丘を越えるルート――木々の下を駆けて行くと、不意にコケや泥の付いた岩が落ちて来るので注意が必要だが――を知っていたので、二時間で城門に到着することが出来た。皇后の監禁室は高い塔の頂上にあるのだが、彼はそこまで上っていく時間を無駄にしたくなかった。
　「Miramorとやらの印象はどうでした？」そこへ、言葉が降って来た。
　「愚か者です」Zuukが返す。「しかし、我々の課する任務には適任でしょう」
二九二〇年Second Seed月三十日

Cyrodiil, Thurzo要塞にて

　Rijiaは叫びを叫びに叫んでいた。しかし、彼女の独房にあってその叫びを聞いているのは、コケの生した、しかし頑丈にして堅固である四方の壁のみである。外に居る衛兵達は、他の囚人に対してもそうであるように、決して彼女の声に耳を貸そうとはしない。此処から何マイルも離れた帝都の皇帝も、やはり彼女の無実の訴えを聞くことは出来ないのだった。
　「もう再び、誰も私の声を聞くことは無いのだろう」叫びつつも、彼女はそう確信していたのである。
二九二〇年Second Seed月三十一日

　Cyrodiil, Kavas Rim道
　ここ何日も何週間も、TuralaはCyrodiilやDunmerたちの顔を見ていない。周囲には人っ子一人おらず、「本当にここは帝国中心地のCyrodiilだろうか？」歩きながら、そんなことすら考える始末である。「まだValenwoodの鬱蒼とした森の方が、このHeartland森よりも人気があるだろうに」
　彼女は思い返してみる。「MorrowindからCyrodiilへの国境を抜けたのは、一ヶ月前？　それとも二ヶ月前？」その頃のことは、とにかく寒かったことしか覚えていない。国境の兵隊達は無愛想ではあったけれど、彼女が武器を持っていないことが分かると、すぐに通してくれた。それから彼女はこうして歩き続けて、時には幾つかの商隊も見たし、野営している冒険者に食事を分けてもらったりもした。しかし、彼女を馬に乗せて街まで連れて行ってくれる人は居なかった。
　春の陽気に、ショールを脱いで腰から垂らす。不意に、後ろで誰かが呼んだような気がして振り返ってみる。しかし、誰も居ない。ただ、枝に止まった鳥が笑い声を立てているだけだった。
　肩を落として前を向いたそのとき、腹に何か突っ張るものを感じた。お腹の中の赤ちゃんが彼女を蹴ったのだ。しかも、痙攣の類ではない。低く呻き声を上げながら、道を外れて草むらに倒れ込む。赤ちゃんが生まれようとしているのだ。
　背を下にして、身を横たえたまま力んでみる。しかし、出てくるのは痛みと鬱憤が固まった涙ばかりである。「これを何時まで続ければいいの？」やりきれない気持だった。「こんな荒野でたったひとり。どうしてDukeは助けてくれないの！？」彼女の痛みと怒りは叫びになって、枝に止まった鳥さえも震わせた。
　一際その鳥の笑い声が高くなったかと思うと、それは道の真ん中に降り立つ。そして、次の瞬間、彼女は目を見開いてしまった。何と、その鳥が急に裸のElf男性に変わったからである。しかし、彼の肌はDunmerのように黒くも無かったし、Altmerのように青白くもなかった。それは、彼女もAyleidで一度だけ見たことがあるWild Elfだったのである。Turalaはその姿を見て叫びを上げたが、そんなものには意を介さず、彼は彼女の上に覆い被さる。数分の抵抗の後、安らかな気持を覚えつつ、彼女の気は遠くなっていった。
　赤ん坊の泣き声で、彼女は目を覚ます。傍らには、出産での汚れを拭き取られた赤ちゃんが寝転んでいる。その女の子を愛しそうに抱き上げると、この年で初めての嬉し涙を赤ん坊の頬に落とした。
　「ありがとう」傍らの木に向かってそうささやくと、腕に抱えた赤ちゃんと共に西へ続く道を歩き始めた。
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Mid Year月の書――」に引き継がれる。

「2920,The Last Year of the First Era　――Mid Year――」
　「二九二〇年、第一紀最後の年　――Mid Year月の書――」

Carlovac Townway著

二九二〇年Mid Year月二日

　Morrowind, Balmoraにて

　「帝国軍が南方に集結しつつあります」Bodrum で戦功を上げたスパイCassyrは言った。「堅牢な武装のため、Ald IuvalとCoronati湖からは二週間の行軍が必要でしょう」
　その言葉に、Vivecは頷く。Ald Iuvalと、Ald Marak湖の反対側に位置するその姉妹都市は、戦略上、重要な要塞都市である。帝国軍の進攻に対して、Cassyrは暫らく考えを巡らす。隊長が壁に掛かったMorrowind南西の地図を外すと、窓から吹き込む夏の微風に運び去られないよう机に押し広げる。
　「堅牢に武装している。そうだな？」Vivecが尋ねる。
　「はい」Cassyrが答える。「敵軍はHeartlandのBethal Grayに野営していましたが、彼らの武装は、Ebony、Dwarven、そしてDaedricなどの重装備ばかりでした。しかも、攻城用の装備まで準備しておりました」

　「魔道師や船舶の用意は？」隊長が尋ねる。

　「多数の攻性魔道師がおりました」Cassyrが答える。「しかし、ボートの姿は見えませんでした」
　「なるほど。その重装備であったら、君の言う通り、Bethal GrayからCoronati湖まで二週間はかかるというものだ」注意深く地図を眺めながらVivecが言う。「北からAld Marak湖を周ると、その装備のせいで身動きが取れなくなる。だから、敵軍は、ここで海峡を渡ってAld Iuvalに行かざるを得ない。それから、Ald Marak湖を周って東に進み、南からAld Iuvalに行くだろう」
　「海峡での進軍を叩くべきです」隊長は言う。「海峡を途中まで渡ってしまえば、Heartlandに退却することも叶いません。奴らは袋の鼠です」
　「君の知恵を、もう一度よく聞かせてくれないかな？」Cassyrに笑いかけながら、Vivecは隊長に言う。「さあ、侵略者共に反撃の鉄槌を！」
二九二〇年Mid Year月三日

　Cyrodiil, Bethal Grayにて
　「皇太子殿下、勝利の後には、こうして戻っていらっしゃるんでしょうか？」Bethal公が尋ねた。
　皇子の方は、少しく彼に注意を払っただけで、その視線は野営中の兵士達に注がれている。森の中の冷たい朝であったが、空には雲一つ無い。今日も暑い日になりそうである。とりわけ、重装備に身を固めた者達にとっては。
　「すぐに戻ってきたら、我々が勝利したということだ」皇子は、そう答えながら草地を見下ろす。そこでは、Versidueがこの領地の商人達とあれこれ支払いを掛け合っている。兵士達のための、食事やワインや売春婦などへの支払いだ。まったく、軍隊というのは金の掛かるものなのだ。
　「殿下」興味を持ったように、Bethal公は皇子に尋ねる。「この兵達は東方へ進軍すると聞きましたが？　それで、Coronati湖の岸に着いてから、南東の海峡へ向かうおつもりでしょう？」
　「ふむ。今度の進軍で、君はたんまりと儲けるんだろう？」皇子は歯を見せてにっこり笑った。「だから、私の軍隊の進行になんて、あまり気を取られている時間は無いんじゃないのかい？」
二九二〇年Mid Year月十六日

　Morrowind, Coronati湖にて

Vivecは、広大なCoronati湖を端から端までじっと見ていた。だが、湖面に映る彼の軍勢の姿は見て取れるものの、帝国軍の姿は何処にも見られなかった。何か森で厄介事に巻き込まれていなければ、もう海峡に到達する頃合である。確かに湖面からひょろりと生えている木々は彼の視界を遮っているけれど、あの重装備の軍勢が、一隊も姿を見せず静かに移動できるわけが無いのだ。
　「もう一度、地図を見せてくれないか？」彼は隊長に言葉を投げる。「海峡以外にも我々に近づけるルートはあるだろうか？」
　「もしも奴らがあまりにも考え無しなら、北の沼の方に向かって身動きが取れなくなっているでしょう。しかし、その場合を想定して、その沼には見張りを立ててあります」隊長が答える。「少なくとも、その見張りから帝国軍の到着は聞いておりません。そのため、海峡以外にルートは無いはずなのですが」

　Vivecは湖面に再び視線を移したが、しかし、彼の歪んだ姿が映されるばかりである。それから、地図に目を戻す。
　「Cassyr」Cassyrに向かって彼は言う。「帝国の軍勢には攻性魔道師が多数いると言ったが、本当に彼らは攻性魔道師だったのか？」

　「灰色のローブに神秘的な勲章を身に付けていました」Cassyrは説明する。「だから、攻性魔道師だと思ったのです。あれほどの人数を軍隊が連れているなんて、治療師では在り得ません」
　「何てこと！」Vivecは呻いた。「それはAlterationを専攻する変性魔道師だ。彼らが、兵士全員に水中呼吸の呪文をかけたんだ」
　Vivecはすぐに見晴らしの良い場所に駆けて行くと、北の方を展望した。すると、Ald Marak湖の水面下、小さく暗い、しかし、これからの激戦を予感させるような影が潜んでいるのだった。つまり、帝国軍は、Ald Marak湖を海峡へと迂回することなく、そのまま水中を通って横断してしまったのである。彼が怒りに任せて声を荒げるのと同時に、隊長は兵達をAld Marak湖の周囲にやって城の防備に当たらせた。
　「Dwynnenに帰るんだな」平板な声でCassyrに言うと、Vivecは戦闘準備としてローブを脱いだ。「もうお前の助けは必要ないし欲しくもない」
だが、Morrowindの軍勢がAld Marak湖に着いた頃には時既に遅く、帝国軍は彼らの到着を待ち構えていたのである。
　二九二〇年Mid Year月十九日

Cyrodiil, 帝都にて
　Versidueは、豪勢なファンファーレに迎えられて帝都へと足を踏み入れた。通りに並ぶ人々は、口々にAld Marak陥落を祝う歓声を上げている。実際のところ、その歓声はVersidueよりも皇子に向けられたものであることを彼は知っていた。しかし、鳴り止まぬ賞賛に彼も悪い気はしない。それに、Tamrielの人々がAkavirの到着をこれほど暖かく迎えたことは、これまでに無かったのだ。
　皇帝はVersidueに抱き付いて挨拶すると、彼から受け取った皇子の手紙の封を切った。
　「よく分からないのだが」皇帝は歓喜と混乱が混じったような口調で、「お前達の軍は水の下を潜ったのか？」
　「Ald Marakは、非常に堅牢な要塞です」Versidueは説明を始める。「その要塞の外に追い出されて、Morrowindの軍勢も身に染みて分かっているでしょう。ですから、我々の軍隊は重装備で奇襲をかける必要があったのです。水の下を通って行く利点は幾つかありました。第一に、Vivecが考えるよりも早く行軍できること。第二に、重装備でも水中の移動は容易であること。第三に、防備の薄い要塞の西側から攻撃できることです」
「素晴らしい！」皇帝は感嘆の声を漏らした。「お前は実に素晴らしい戦術家だぞ、Versidue。お前の先祖も同じ位に優れていたら、このTamrielはAkavirの領土だったろうな」
　Versidueは皇子の信用を得る計画はまだ立てていなかったが、二百十六年前の彼の先祖の失敗を話に出されて、ついに決心が固まった。彼は節度のある笑みを浮かべつつ、人々の賞賛を浴びている。

　二九二〇年Mid Year月二十一日

Morrowind, Ald Marakにて
　Savirienは蛇のように壁を這って行くと、Morrowindの軍勢がこの要塞と沼地の間にある森林地帯へと退却していくのを、銃眼を通して眺めていた。不意に、彼の頭に良いアイディアが浮かんだ。「恐らく、奴らが潜んでいる森を焼き払えば、その武力を激減させることが出来るだろう。そうすれば、ここと同様に、Ald Iuvalも陥落できるに違いない」そう考えた彼は、これを皇子に伝えた。

　「やれやれ、すっかり忘れているようだね」皇子は笑って答える。「講和交渉中は相手の兵士にも指揮官にも攻撃を加えてはならない、そう言ったはずだろう？　Akavirの間では、戦争中の礼儀は重んじないのかい？」
　「皇子、私はここTamrielで生まれて、一度も故郷に行ったことはありません」蛇人は答える。「しかし、そうであっても、私には貴方のやり方が奇妙に思われます。敵に対して慈悲を期待するべきではありません。実際、五ヶ月前の模擬戦闘でも、私は容赦しませんでした」
　「あれはゲームだよ」そう答えると、執事を呼んでDunmerの指揮官Vivecを部屋に入れさせた。
　皇子は今までVivecを見たこと無かったが、彼が生ける神であることは聞き及んでいた。実際のところ、彼は只の人間には見えなかった。確かに外見は人間に過ぎないのだが、それにも関わらず、強靭、知的かつ整った容貌は見る者を圧倒する。皇子は、内心、この生ける神と会話が持てることを喜んでいた。
　「こんにちは、私達の好敵手」Vivecは言った。「ところで、講和交渉は行き詰まっているようだね」
　「いえ、そうでもありませんよ」皇子は答える。「我々はMorrowindを明け渡して欲しくもないし、そのことで貴方達を煩わしたくもありません。しかしながら、Morrowindの海岸線は、帝国を海外よりの侵略から守るために、非常に重要な戦略上の地点なのです。その地点というのが、ここを含めて、Ald Umbeil、Tel Aruhn、Ald Lambasi、Tel Mothrivraなどであるのです」

　「それで、その見返りは？」Vivecは尋ねた。
　「見返り？」Savirienは笑って答えた。「勝者はアンタ達じゃなく俺達だ。そこを忘れるな」

　「見返り」皇子は注意深く言葉を進める。「そちらから攻撃されない限り、帝国もMorrowindを攻撃しません。また、帝国海軍がMorrowindを侵略者の手から守ります。それに、もしも帝国が必要ないと判断したならば、Black Marshの一部を移譲しましょう」

　「なるほど、割の良い申し出だね」少し考え込んでからVivecは言った。「無礼な物言いを許して下さい。何か奪う代わりに見返りをくれるCyrodiilなんて珍しいものですから。この申し出、何日か考えさせて下さい」
　「一週間後に再び会いましょう」笑って皇子は言う。「その間の攻撃は無しですよ。ピースフルにいきましょう」

　Vivecは会議室を後にしながら、Almalexiaの言葉が正しかったことを知る。「確かに、間もなく戦争は終わるだろう。それに、あの皇子は優れた皇帝になるだろうな」
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Sun’s Height月の書――」に引き継がれる。

「2920,The Last Year of the First Era　――Sun’s Height――」

「二九二〇年、第一紀最後の年　――Sun’s Height月の書――」
Carlovac Townway著

二九二〇年Sun’s Height月四日

　Cyrodiil, 帝都にて

　皇帝とVersidueは、並んで宮殿の庭園をぶらついている。結局、庭園の北の方で落ち着くことにした。何故なら、そこには彫像や噴水が散りばめられていて皇帝の今の気分に合っていたし、何より夏の暑さを避けるのに好都合だったからだ。青灰色と緑色に染まった簡素な花壇が、歩いて行く彼らに覆い被さるようにして並んでいる。
　「Vivecは皇子による和平の申し出を飲んだようだよ」皇帝は言う。「二週間もすれば帰って来るそうだ」
　「素晴らしい知らせですね」注意深くVersidueは答える。「ただ、Dunmerがこちらの約束を守ってくれればいいのですが。Black Gate要塞の件もありますし、それに関しては、私達も強く出るべきでしょう。……しかし、皇子は妥当な方法を採ったと思います。決して、和平のために帝国を捨てるようなことにはならないでしょう」

　「最近、俺が考えていることは、な。どうしてRijiaが俺を裏切ったかということなんだ」そう言って立ち止まると、奴隷女王Alessiaの像に賛辞を投げてから続けた。「一つだけ考えられる理由は、彼女が皇子の方になびいていたかも知れない、ということだ。確かに俺の権力や人柄に惚れ込んでいただろうが、しかし、皇子は若いしハンサムだ。それに、行く行くは皇位を継ぐことになる。もしも俺を暗殺してしまえば、彼女は若さと権力を具えた皇帝を手に入れられるんだからな」
　「……皇子？　彼がこの謀略に関係していると？」Versidueは問い返す。まったく、皇帝の被害妄想の飛んで行く先は予想も付かない。
　「いや、勿論、本心から思っちゃいないよ」皇帝は笑って言う。「皇子は俺のことを充分に愛してくれているんだからな」
　「Cordaについて知っていますか？　Rijiaの妹で、HegatheにあるMorwha修道院の生徒なんですが」

　「Morwha？」皇帝は尋ね返す。「何の神だったかね？」
　「官能と豊穣を司る、Yokudansの女神ですよ」Versidueは答える。「もっとも、Dibellaほどには好色でありませんが。つまり、上品な官能なんです」
　「Rijiaみたいな女神様だね。ただ、Rijiaは官能的lustyに過ぎていた。まったく、強すぎる愛への切望lustは、強すぎる権力への切望lustに通じているものさね」皇帝は肩をすくめてみせる。「しかし、ある程度の健康的な欲求を持った司祭見習いなら、理想的というものじゃないかい？　ところで、Black Gate要塞の件についてはどう思う？」
二九二〇年Sun’s Height月六日

　Cyrodiil, Thurzo要塞にて

　皇帝がRijiaに話しかけたとき、彼女は冷たい石床にじっと目を落としていた。これほどまでに青白くやつれた姿を、彼は見たことが無い。少なくとも、自由の身になって故郷に戻れることを彼女は喜んでいるかも知れない。何故なら、彼女が帰る頃には、Hammerfellでは「商人の祝典」が開かれているだろうから。だが、彼の見たところ、彼女は何も反応を返そうとはしない。このThurzo要塞での一ヶ月半が、彼女の心をすっかり壊してしまったのだ。
　「俺はこう考えているんだが」ついに彼は切り出した。「お前の妹のCordaを、しばらく宮殿に置こうと思う。きっと、Hegatheの修道院よりは気に入ってくれると思うんだが。そう思わないかい？」

　少しは彼女も反応を見せた。キッと彼の方を見据えると、獣のような怒気を投げつけたのだ。そして、長年の監禁で伸び放題である爪でもって、彼の顔面、目に向かって振り下ろす。彼が痛みに呻いたところへ、衛兵がすぐに駆けて来ると、彼女を剣の峰でもって激しく打ち据える。それは、彼女が気絶するまで続いた。
　急いで治療師が呼ばれたものの、だが、皇帝は右眼を失ったのである。
二九二〇年Sun’s Height月二十三日

　Morrowind, Balmoraにて

　水から体を上げると、Vivecは肌に照りつける陽の熱さを感じた。彼が召使からタオルを受け取るのを、Sotha Silは古い友人とバルコニーで見ている。
　「傷跡がまた増えたようだね」Sotha Silが言う。
　「Azuraが言うには、私はもう持たないようだよ」笑ってVivecが返す。「それで、何時こっちに？」
　「小一時間前だよ」そう言って、階段を降りると彼の傍に近寄る。「思うに、戦争は終わりに近付いているようだね。しかも、君の手によって、私無しでも」
　「ああ。幾ら泥沼の戦いとは言え、八十年間は長すぎる」そう返すと、Sotha Silの体を抱きしめる。「こちらも譲歩したし、あちらも譲歩した。今の皇帝が死ねば、私達は黄金期に入るだろうね。Juilek皇子は、年の割に聡明な青年だ。ところで、Almalexiaは何処に？」
　「MournholdへDukeを呼びに行っているよ。明日の昼には、二人とも此処に到着するだろうね」

　――と、彼らは、ふと邸宅から街の方へと視線を転じた。二人に向かって、馬に乗った女が近付いて来ているのである。その疲労ぶりや旅塵から、長い道のりを走破して来たのは明白である。書斎に招じ入れられると、彼女は喘ぐ息を落ち着かせようともせずに切り出した。
　「裏切られました」喘ぎ喘ぎ、「Black Gateが帝国軍によって奪取されたのです」
二九二〇年Sun’s Height月二十四日

　Morrowind, Balmoraにて
　Sotha SilがArtaeum島に向かってからは、Tribunalの一同が会するのは、実に十七年振りである。このような形での再会は、しかし、三人の誰も願うものではなかった。
　「我々の情報によれば、皇子の指揮する帝国軍が南方のCyrodiilへと立ち去るのと入れ代わりに、別の帝国軍が北方から迫って来たようだね」石のように固まった表情の仲間に向かって、Vivecが言う。「もちろん、皇子がこの攻撃を知らなかったことは考えられるが」

　「だが、その逆を考えることだって出来る」Sotha Silが答える。「何れにせよ、これは講和協定の破棄と見るべきだな」
　「Dukeは何処に？」Vivecが尋ねる。「彼の意見も聞きたいんだが」

　「Tel AruhnのNight Motherと会ってるわ」静かにAlmalexiaが答える。「あなたと話すまで待つように言ったんだけど、でも、『この問題については、もう充分に考えた』だって」
　「Morag Tongかい？　それとも、別の？」首を振ると、Almalexiaに向かって言った。「この問題については、全力を尽くして欲しい。暗殺は事態を引き戻すだけだ。解決には、外交か戦闘しかない」
二九二〇年Sun’s Height月二十五日

　Morrowind, Tel Aruhnにて

　大広間のNight Motherと Sotha Silを、月の光だけが照らしている。彼女は、ひどく美しいドレスの上に簡素な絹の黒ローブを羽織って、ディバン（壁際に置く、背もたれや肘掛の無い長椅子）にもたれかかっていた。手振りで赤マントの衛兵達を退室させると、彼にワインを勧める。
　「ちょうどDukeと入れ違いになったわね」彼女はささやく。「彼、こんなことになって悲しがってたわよ。でも、私達がしっかり解決してみせるわ」
　「Dukeは、皇帝を殺すMorag Tongの暗殺者を雇ったんだろう？」Sotha Silが尋ねる。
　「ふふ、真っ直ぐな物言いね。いいわ、そういう人ってあたし好き。時は金なり、だものね。もちろん、私とDukeとの話、あなたに教える訳にはいかないけど」彼女はにっこり笑う。「商売上の守秘義務って奴よ」
「もしも、その暗殺を止めさせるために、同じだけの金を出すとしたら？」
「私達Morag Tongは、Mephalaの栄光と利益のためにあるのよ」ワインのグラスを傾けながら、「単なる殺しじゃない。そんなもの、冒涜に過ぎないもの。三日以内にDukeから入金があれば、こちらは仕事を始めて、そして終わらせるわ。ここにきて、それと逆の仕事が出来るなんて、現場の人間は夢にも思わないでしょうね。いい？　Sotha Sil。確かに、私達は利益を求めて動くことはある。でも、需要が出来たからって、おいそれと供給を与える訳にはいかないの」
二九二〇年Sun’s Height月二十七日

　Morrowind, The Inner Seaにて

　ここ二日間ずっとThe Innner Seaを眺めていたSotha Silは、ついにお目当ての船がやってくるのを見付けた。Mournholdの旗を掲げた重装船である。彼は自分の声が空気を震わせて海岸へ飛んで行く前に、周囲の空気を振り上げた手で絡め取ってしまう。そして、自分の背中に劫火をまとわせると、姿と声をdaedraのそれに変じさせた。
　「その船を捨て去れ！」彼は大声で唸ってみせる。「さもなければ、お前らと一緒に海の藻屑にしちまうぞ！」
　実際に放ったのは火球一つだけだったが、彼の思惑通り、乗組員達は暖かい海へと飛び込んで行く。全員が飛び込んだのを見計らって、彼は強烈なエネルギーの弾を練り始める。ついに放たれたその弾は、空気と海水を震わせながら、Dukeの船をことごとく粉砕した。かくして、その船は、Morag Tongに対する支払金と共に、The Inner Seaの深くへと沈んでしまったのである。
　「Night Mother」岸の上を浮かんで行って、救助を求めている乗組員達のことを湾岸警備員に知らせる。そうしながら、彼はこう思っていた。「需要と供給のバランスは誰しもが守るべきなのですよ」
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Last Seed月の書――」に引き継がれる。
「2920,The Last Year of the First Era　――Last Seed――」

「二九二〇年、第一紀最後の年　――Last Seed月の書――」

Carlovac Townway著
二九二〇年Last Seed月一日

　Morrowind, Mournholdにて

　彼らはDukeの宮殿にある中庭に集まると、夕暮れの中、囲んだ焚火から匂い立つ木々や葉々の匂いを楽しんでいた。燃えさしは暫らく宙を舞い、そして何処へともなく消え去る。
　「確かに、早まったことをしたよ」真面目な口調でDukeが言う。「ただ、Lorkhanは笑ってくれて、万事うまくいっただろうがね。何れにせよ、Morag Tongに払う金がThe Inner Seaに沈んじまった以上、もう皇帝の暗殺は無い。あのdaedra、お前達がけしかけたんだろう？」
　「さてね」Sotha Silが言う。「何処かのゴロツキ魔道師の仕業か、あるいは雷でも落ちたんじゃないのかね」
　「帝国軍は、Ald Lambasiを制圧しに行くだろう。こちらの譲歩通りに、ね。まったく、Cyrodiilの外交的手腕には見習うべきところが多いよ」地図を取り出してVivecが言う。「このまま進軍すると、敵とぶつかるのは、ここ。Ald Lambasiの北西の村、Fervinthil」
　「でも、話し合いの余地はあるの？」Almalexiaが尋ねる。「それとも、すぐに戦闘に？」
　その疑問に、答えられるものは居なかった。

二九二〇年Last Seed月十五日

　Morrowind, Fervinthilにて

　晩夏の突風が吹いてきたかと思うと、この小さな村の上、すぐに空が闇に閉ざされる。その闇に見ることが出来るのは、雲から雲へとアクロバットのように走る稲光だけである。激しい雨が街の細い通りに注ぎ込まれ、だから、数フィート先の隊長に声を伝えるのにも皇子は大声を出さなければならなかった。
　「この先に宿屋がある！　嵐が止むまでそこで待って、それからAld Lambasiを制圧する！」

　宿屋の中は暖かく乾いており、給仕達が忙しなく働いている。皇子の相手もそこそこに、彼らは興奮した様子でグリーフやワインを手にバックルーム（日本ならば、奥座敷に相当。密会に用いられる）へと入って行く。彼らの様子から、このバックルームに著名な客が居るのは明白だった。「ふむ、Tamriel帝国の後継者である俺よりも興味深い奴が泊まっているのだろうか？」好奇心に駆られた皇子はバックルームに出入りする給仕達の姿を眺めていたが、しかし、それも「Vivec」を呼ばわる声がバックルームから漏れてくるまでだった。　
「Vivec」皇子はバックルームに続く扉を勢いよく開く。「信じて下さい。Black Gateへの攻撃は全く知らなかったんです。もちろん、直ちにそこはお返しします。このことを手紙でお知らせしようと思ったのですが、Balmoraの邸宅には居らっしゃらなかったようですから」そこまで言って、この部屋に新しく見る顔が居ることに気付く。「すみません、名乗るのが遅れました。CyrodiilのJuilekです」
「Almalexiaです」皇子が今まで見てきた中で最も美しい女性が名乗った。「どう？　私達の会話に参加しませんこと？」
「Sotha Silです」白ローブを着込んだ厳粛な顔付きのDunmerが皇子に握手を求めると、彼に座席を示す。
「Indoril家のBrindisi Dorom、MournholdのDuke王子だ」皇子が座席に着くと、その隣のいかつい体付きの男が言った。
「先月のBlack Gateの件で、帝国軍が自分の思い通りにならないことを痛感しました」皇子はそう言って、ワインを注文した。「真実、帝国軍は父のものなのです」
「聞くところによれば、皇帝もAld Lambasiに向かっているようですけど？」Almalexiaが言う。
「ええ、公式には」注意深く皇子は答える。「しかし、実際には帝都に留まっています。ちょっとした不運があったんです」
VivecはDukeをちらっとだけ見ると、皇子に向かって、「不運？」

　「いえ、元気ですよ」口早に言う。「もちろん生きてはいます。でも、右目を失ってしまったようなんです。ただ、不幸中の幸いは、と言ったら変ですけど。この戦争の進め方に付いて父と対立していた私にとっては、この不運は有り難いことでもあります。父の療養中には、帝国の全統治権は私のものですから。ここで如何なる協定を結ぼうとも、それに帝国は従わざるを得ません」
「なるほど。それでは、その協定について話し合ってみましょう」Almalexiaはにっこりと笑って言った。

二九二〇年Last Seed月十六日

　Cyrodiil, Wroth Nagaにて

　Cassyrの眼前には、岬に並んだ色鮮やかな家々を持つWroth Nagaの村が広がり、そこからは、High Rockを越えて平らかなWrothgarian山が続いているのが見える。その息を飲むような景観に、彼の気分は悪くなかった。それに、もっと実際的なところも期待できる。つまり、こんな小さな村でも、彼と彼の馬の腹を満たすだけの食料はあるだろう、という期待だ。
彼は広場まで馬に乗って駆けて行くと、《鷲の叫喚》亭へと足を踏み入れた。入口で真面目そうな給仕に宿と食事それに馬の世話の手配をした彼は、奥の方へ進んで行って思わず眉をしかめた。Gilverdaleで一度だけ演奏を聴いたことのある吟遊詩人が、山男達の手拍子に合わせて古くて陽気な歌をうたっているところだったのだ。そんな押し付けがましいにぎわいは、今の彼の気分には不似合いである。視線を巡らすと、憂鬱そうな顔付きのDunmer女が一人、喧騒を避けるようにして離れたテーブルで杯を空けている。他人を寄せ付けない雰囲気を背負った彼女だったが、よく見れば、生まれたばかりの赤子を抱いているのだ。
「その、私はMorrowindから来たんですが」ぎこちない仕草で彼女に近付くと、決まり悪そうに低い声音で水を向ける。「VivecやDukeと一緒に帝国軍と戦っていたんです。あなたは、その、裏切り者と呼ぶかも知れませんけど」
「裏切り者よ、私も」そう言って、自分の手に刻まれた焼鏝を見せる。「もう故郷には戻れないの」
「あの、ここに住み着くつもりは無いんでしょう？」彼は笑いかける。「確かに、ここは風情のある所ですけど。でも、冬になれば、まつ毛まで雪で埋まってしまう。赤ちゃんのためにも良くないよ。ところで、その子の名前は？」
「Bosrielよ。《森の美》って意味なの。それで、あなたも何処かに？」
　「Dwynnenに行ってみるつもりです。High Rockの海岸沿いの街ですよ。その、一緒に行きませんか？　仲間が欲しかったところなんです」そう言って、彼女に握手を求める。「Cassyr Whitleyです」
　「Turalaよ」少し迷ってから、彼女も自分の名前を言った。Redoranを名乗ろうとしたのだが、しかし、それは既に彼女の名前ではなかったのだ。「私達、良い仲間になれそうね」
二九二〇年Last Seed月十九日

　Morrowind, Ald Lambasiにて

　五人の男と二人の女が、城のGrate Roomで静かに佇んでいた。聞こえてくるのは、羊皮紙に羽ペンが走るのと、見晴らし窓を雨が優しく打つ音だけである。皇子が《Cyrodiil》と書かれた封印をして、講和は完成された。Dukeは歓声を上げると、八十年も続いた戦争の終結を祝してワインを持って来させた。
　Sotha Silだけは彼らから離れた所に独り立っていたが、その表情は彼の喜びの感情を裏切るものではない。確かに彼は《永遠の平和》なんていうものは信じていなかったが、しかし、これが途切れなく続く争乱の一区切りであることも確かなのだった。
「皇太子殿下」祝宴の興を殺ぐことを申し訳なく思いながら、この城の執事が切り出した。「皇后陛下から伝令が届いております。伝令は皇帝陛下との謁見を望んでおりますが、しかし、陛下はいらっしゃらないものですから……」
　それに答えて、皇子は祝宴から退いて伝令のところに向かう。

　「皇后は帝都で暮らしているんじゃなかったのかい？」Vivecが尋ねる。

「いいえ」Almalexiaは悲しそうに首を振ってみせて、「彼女が謀反を起こすことを恐れて、皇帝がBlack Marshに監禁してしまったの。彼女には、資金も西方のColovian地方とのコネクションも潤沢だったから、誰か別の人間と婚姻させることも処刑してしまうことも出来なかったのよ。二人の中は、皇子が子供だった十七年前には既に行き詰っていたってこと」
　数分して皇子は戻って来たが、その不安を押し殺した表情の向こうには何か厄介事が見て取れる。
　「母のところに行かなければいけません」皇子は簡潔に言う。「恐らく、すぐに此処を立たなければならないでしょう。この講和協定の写しを作れたら、この今日の成果を母に見せてあげようと思います。それから、帝都に持って行って、講和を正式に公布します」

　優美な別れの挨拶をTribunalの三人に送ると、皇子はこの場を後にした。降りしきる雨の夜の中、南方のBlack Marshを目指して馬で駆けて行く。そんな彼を見送りながらVivecは、「彼が皇位についたら、Tamrielはずっと良くなるよ」
二九二〇年Last Seed月三十一日

　Black Marsh, Dorsza道にて

　二人の衛兵を連れて森を抜けて来た皇子を迎えたのは、荒れ果てた石切り場の上にかかる月と、特に夏には蒸気が立ち上る沼地だった。周囲には、土と肥料を高く積み上げたものが見える。これは、長らく死に絶えているBlack Marshの部族によって作られた、北方からの邪なる者を退けるお守りなのである。だが、このDorsza道に何マイルも続く物悲しくも孤独なお守りが、その邪なる者によって粉々に打ち砕かれてしまったことは明白である。
　それらお守りに沿って生えている黒くねじれた木々は、まるで絡まった網の様な奇妙な陰影を投げ掛けている。皇子の心中を支配していたのは、母親からの謎めいた手紙――それは、侵略の脅威を示唆していた――である。もちろん、父親に知らせるまでは、これをVivec達に伝えることは出来ない。それに、この手紙が彼自身に差し向けられたものであるように皇子は感じていた。何故なら、その手紙の文面の調子は、皇子をGideonへと向かわせるに足る、切羽詰ったものだったからである。
　皇后の手紙は、このDorsza道で隊商を襲う反逆奴隷に警告してもいた。それを避けるためには、帝国の紋章が入った盾を彼らの目に付くところに掲げておけばよいらしい。そうすれば、皇子が憎むべきDunmerの奴隷商でないことが分かるということだ。その皇后の言に従って、毒々しい川のように道を覆う丈の高い草地の上を駆けて行く時も、彼は衛兵達に帝国の盾を掲げさせていた。
　「反逆奴隷達がどうして此処を狙うか、よく分かりますね」衛兵隊長が言う。「こんな人気の無い場所、奇襲には最適ですからね」
　その言葉に皇子は頷いてみせたが、しかし、心は上の空である。「侵略の脅威とは、いったい母は何を見つけたというんだろう？　再びAkavirが海外から攻めて来るというのか？　もしそうなら、Giovese城に監禁されている母が、どうやってこれを知ったんだろう？」その時、下草の立てるサラサラという音に混じって、後ろから飛び込んできた鋭い叫び声が皇子の物思いを途切れさせた。
　振り向いた皇子の目に映ったのは、衛兵達が忽然と消え失せたという事実である。
　彼は、じっと月明かりに照らされた草地に目を凝らす。風になぶられて揺れ動く草々は、まるで催眠術でも掛けようとしているかのようだ。夜に特有の風音が、低く重く道を通り過ぎて行く。正に死に絶えんともがき苦しんでいる兵士や馬の姿は、丈の高い草地が揺れ動くのに隠れて見ることが出来ない。恐らく犠牲者達が立てているであろう物音は、高く響く風の音によって掻き消されてしまっている。
　皇子は剣を抜き放って、自分が何を為すべきか考える。パニックには陥っていない。彼は、Dorsza道の入口より出口の近くに立っていた。だから、衛兵達を殺したのが誰であれ、その犯人は彼の背後に潜んでいることになる。全力で馬を走らせれば、逃げ去ることも出来るだろう。彼は馬に拍車を当てると、黒い泥が堅固に積み上げられたお守りの並ぶ丘を目指した。
　その瞬間、訳の分からぬまま、彼は馬から放り出された。数ヤードほど投げ出された彼の目には、同じように倒れ込んでいる馬の姿が映る。激しく打ちつけた肩と背中が痛む。体中に痺れが駆け巡る中で見たのは、可哀相にも息絶えた馬、その腹から突き出ている槍先。
　Juilek皇子は、草の陰から現れた人影に顔を向けることも、自身の身を守ることも出来なかった。そして、その喉は、何の感慨も無く切り裂かれた。
　月光に照らされた犠牲者の顔をよく見て、Miramorは思わず悪態を吐いた。どう見ても、Bodrumの戦で指揮を執っていた皇帝の顔ではない。彼の死体を探っている内に、Vivec達とJuilek皇子の調印が入った講和協定の書類が見つかった。Morrowindと帝国をそれぞれ代表する者達の調印だ。
　「畜生」そう悪態を吐いてから、下を向いて呟く。「こいつぁ皇子じゃねぇか。報酬はどうなるんだ？」
　Zuukに教えられたように皇子宛ての手紙を破り捨てると、講和協定の書類をポケットにねじ込む。そういう書類は、どこかの好事家が高値で引き取ってくれると踏んだのだ。それから、これからの計画に思いを巡らしてみる。「Gideonに戻って、少しでも金をせびってみようか？　他の国にトンズラしちまうべきか？」そして、「まぁ、少なくとも、Bodrumの戦で二つの重要な技を学んだな」と彼は思った。「Dunmerが使った残忍な槍の仕掛けと、帝国軍を抜け出してコソコソと隠れ逃げる技だ」
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Hearth Fire月の書――」に引き継がれる。

　訳注　Lorkhanは運命の神。

「2920,The Last Year of the First Era　――Hearth Fire――」

「二九二〇年、第一紀最後の年　――Hearth Fire月の書――」
Carlovac Townway著

二九二〇年Hearth Fire月二日

　Black Marsh, Gideonにて

　ベッドに身を横たえたTaviaには、残暑のこもった風が鎧戸や窓の閂をガタガタと揺らす音も耳に入っていない。酔ってもいないのに彼女の喉元は熱く、無意識に編みかけのタペストリーを握り締めている。嘆き悲しむ声はGiovese城のホールに虚ろに木霊して、洗濯中のメイドの手を、衛兵達のおしゃべりを途切れさせる。小姓の一人が狭い階段を抜けてTaviaの部屋へと向かったが、その戸口に立ったZuukは首を振るばかりで通そうとはしなかった。

　「たった今、皇后陛下は皇子の死を御存知になられたのだ」

二九二〇年Hearth Fire月五日

　Cyrodiil, 帝都にて
　「陛下」Versidueはドア越しに言った。「開けて下さいませ。大丈夫です、誰も陛下を殺そうなんて者は居ませんから」
　「Maraの血め！」狂気にちりちりした、皇帝の押し殺したヒステリックな声が聞こえてくる。「皇子は暗殺されたんだ。しかも、俺の盾を掲げていて！　それは、つまり、皇子が俺と間違われたってことじゃないか！」
　「確かに、陛下の仰ることは正しいです」自身の声音から侮蔑の色を拭い去って、Versidueは答える。だが、見開かれた黒目は、軽蔑するようにギョロギョロと動かされている。「それに、我々は犯人を探し出して罰さねばなりません。皇子の死に報いるためにも。しかし、それも、陛下があってこそ、なのです。陛下が尻込みなさっているようでは、皇子の復讐はままなりません」
　返事は無い。
　「少なくとも、Rijiaの処刑執行書に調印をなさって下さい」Versidueは呼びかける。「御存知のように、彼女は卑劣な裏切り者であり暗殺者なのですから」
　少し間があって、部屋の中で家具が床をこする音がする。そして、ほんの少しだけドアが開けられた。そこから見えるのは、皇帝の憤怒と恐怖に満ちた表情、そして、彼の右目に当てられているガーゼの積まれた山だった。帝国で最も腕利きの治療師に掛かっているというのに、Rijiaの残した青ざめた怨念は今なお彼の右目にまとわり付いているのだ。
　「早くその執行書をよこせ」唸って皇帝が言う。「喜んで調印してやろう」

二九二〇年Hearth Fire月六日

　Cyrodiil, Gideon

　奇妙に青白く光る集合体――それは、沼の臭気と精神体が結合したウィル・オ・ウィスプであるとTaviaは聞かされていた――を窓から見たとき、いつも彼女はぞっとしたものだった。だが、奇妙にも、今はその光景が彼女を落ち着かせてくれるのだ。その沼から視線を辿っていくと、Gideonの街が視界に入る。「不思議なものだな」と彼女は思った。「こうして十七年間ずっとあの街並みを眺めていたというのに、一度も通りに足を踏み入れたことは無いのだから」
　「何か私に手抜かりはあったかしら？」そう言って、背後の忠誠心篤いZuukへと振り返る。
　「いいえ。ただ、これから為すべきことは分かっています」彼は簡単に答えて笑ってみせた。いや、笑ったように思ったのだが、彼の銀色に反射する肌がそれを隠してしまうのだ。その彼の笑みに彼女は知らず笑い返していたが、それすら自身で気付くことは無い。
　「皇帝の犬に感付かれないよう注意なさい」彼女は警告を飛ばす。「この数年で隠れて溜め込んだ資金のことを、皇帝に気付かれてはなりません。さあ、貴方の取り分を持って行きなさい。だって、私達、良いお友達になれたのですもの」
　そして、彼女は歩を進めると、窓の下、霧のわだかまっている所へと身を躍らせた。彼は閂を取って窓を閉めると、枕が幾つか転がったベッドに毛布を放り投げる。幸運なことに、芝生に叩きつけられた彼女の死体は、次の朝まで見つからなかった。そして、その間に、ZuukはMorrowindまでの道程を半分まで進んでいたのだった。
二九二〇年Hearth Fire月九日

　High Rock, Phrygias
　道の両側には奇妙な木々――頂上が赤や黄や橙に節くれ立っていて、そこは火を付けられた昆虫のようだ――が生えている。Wrothgarian山脈は、午後の間は霧に沈んでしまう。開けた草地を馬に乗って歩きながら、TuralaはそんなMorrowindとはまるで違う風景に心を奪われていた。その彼女の後ろでは、CassyrがBosrielをあやしながらも、こっくりこっくりと舟を漕いでいる。「やれやれ、近くの柵でも飛び越えて起こしてしまおうかしら」そんな彼を見て、そう思っていたものの、「暫らく寝かせたまま、このスパイさんを当局に引き渡してしまった方が面白いわね」
　一行が野原に入ると、向こうの半ば森に覆われた丘の上に、緑色の小さな家が見えてきた。それは絵のように美しい情景で、彼女は夢見心地の気分になる。そのとき、鋭い角笛の音が響き、彼女はビクッとして現実に引き戻される。その音に、Cassyrも目を覚ました。
　「僕らは今どこにいるんだい？」

　「分からないわ」凍り付いて目を見開いたまま、「それより、この音はなに？」
　「オークだ」彼はささやく。「奴ら、何するか分かったもんじゃない。速く茂みに隠れるんだ」
　言われた通り、彼女は低木が集まっている所へと馬を進める。彼も、赤子を引き連れて馬から降りる。それから、彼は馬から荷物を外すと、茂みの方へ投げやる。すると、遠くの方から喧しい足音が響いてきた。それは、より近く、より大きくなってくる。彼女も馬から降りると、彼を手伝って荷物を取り外しにかかる。その間中、Bosrielは小さな瞳を精一杯開いて彼らの仕草を見つめていた。今までBosrielが泣こうとしないことを彼女は心配していたが、この状況では逆に有難いものである。ようやく全ての荷物が外されると、彼は馬の背中をピシャリと打って向こうの野原へと駆けやらせた。そうして、彼女の手を取って一緒に茂みで身を屈める。
　「上手くいけば」彼は呟く。「オークの奴ら、あの馬は野生か農場のものだと思って、乗り手までは探そうとしないはず」
　彼の言葉どおり、すぐにオークの一団が角笛を鳴らしながら野原に雪崩れ込んできた。彼女もオークは見たことはあったが、これほど大量な、これほど野蛮なものは目にしたことは無い。オーク達は馬を見つけると喜び勇んで、Turala達が潜んだ茂みには目もくれずに駆けて行った。その殺到ぶりに、近くの野の花は風に揺れ、その種子が宙に舞う。その種子に鼻をくすぐられてTuralaはくしゃみをしそうになるが、彼女自身は上手く押し殺せたと思った。だが、オークの一人がそれに気付いた様子で、仲間を呼んでこちらに調べにやって来る。
　Cassyrは剣を抜き払うと、何とか勇気をふり絞る。確かに、彼は諜報に優れていても戦闘は得意ではない。しかし、全身全霊をもってTuralaとBosrielを守り抜くと誓ったのである。「向かって来るオーク二人を倒すことは出来るだろう」彼は考える。「だが、その前に、奴らは叫んで群れを連れて来る。……どうしたものか」
　不意に、彼らの潜む茂みを、風のように不可視のものがサッと通り過ぎて行った。それに二人のオーク達は後方へと吹っ飛ばされて死んでしまう。Turalaが振り向くと、赤く光る目を持ったしわくちゃの老婆が、近くの茂みから姿を現した。
　「お前さんがた、オークどもに追われているんじゃろう？」彼女はにっこりと笑ってささやく。「いらっしゃい、付いて来なされ」
　Turala達は老婆の後を追って、あの丘の上の家に通じる野薔薇の茂みの間を進んで行く。彼らが茂みの向こう側に抜けて後ろを振り返ると、オークの群れが馬の死体に集まって、何本も角笛を鳴らしながら血塗れの祝宴の真っ最中であった。
　「あの馬、お前さんがたのものかえ？」老婆の問いに、Cassyrは頷いてみせる。それを見て、彼女は声を立てて笑った。「まったく、奴らには勿体無い位に良い肉じゃないかね。もっとも、朝からあれじゃあ、胃がもたれるってもんだが。しかし、良い事をしてやったってもんだよ、お前さんがた」
「もっと逃げなくていいのですか？」老婆の笑いに少しくげんなりとしながら、Turalaが尋ねる。
「奴ら、こっちまで来やせんよ」そう言ってにっこりと笑うと、笑みをこぼすBosrielに目を向ける。「わしを怖がっておるからね」
　Cassyrの方に顔を向けるTuralaに、彼は首を振ってみせるばかり。「すみません、魔女さん。確かめたいんですけど、此処はBarvynの古い牧場で、Skeffington Coven（covenは魔女の集会）も近くにあると思うんですが？」
　「いかにも、ぼうや」自分の悪名の高さに喜んで、女の子みたいなクスクス笑いを漏らしながら、「わしがMynista Skeffingtonじゃよ」
　「あの、さっきのオーク達には何をしたんですか？」Turalaが尋ねる。「後ろの茂みまで吹き飛ばされてましたけど？」
　「ハッ、奴らの頭んところを、魔力のこもった拳骨で殴ってやっただけさね」そう言うと、家のある丘の天辺まで登り始める。しばらくすると、一行の前に農場が現れる。そこには、井戸、鶏小屋、池、笑い声を上げて遊ぶ子供達、そして、あらゆる年代の女達が農場の日課に精を出していた。そんな情景に呆気にとられているTuralaの方を振り返って、Mynistaが言う。「お嬢ちゃんの故郷には魔女は居たかえ？」
「いいえ、全然」
　「Tamrielには、色んな魔道の使い手が居る」彼女は説明を始める。「例えば、Psijicを学ぶ者は、まるで苦行のようにそれを学ぶ。例えば、攻性魔道師は、階級を戴いた軍の中で矢のように魔法を降らす。わしら魔女達は一緒に集まって、儀式や典礼を執り行うのじゃよ。あのオークの連中を打ち倒したのは、なに、大気の精霊に耳打ちしてやっただけの話さ。AmaroやPinaやTallatha、それにKynarethたち世界の息吹とはちょっとしたなじみでね。彼らから拳骨を借りてさ、それでオークの連中をピシャリと打ち付けてやっただけさね。とどのつまりは、魔法ってのは、腕っ節を強くする、謎々を解く、カビの生えた巻物で敵を打ち負かす、そういうためのものじゃないのさ。単に、超自然的な存在との関係を築くだけのこと。そうだね、お嬢ちゃん達の言葉でなら、『仲良しこよし』ってとこだね」
「えーと、そうですね。私達も貴方と《仲良しこよし》になれたら心強いですよ」Cassyrが言う。
「お前さんがただって、《仲良しこよし》になれるさね」そこでMynistaは咳き込んで、「二千年も昔、お前さんがたの御先祖様がオーク達の故郷を滅ぼしてね。それで、オーク達はそこら中から此処へやって来て、私達を悩ましてるってわけさ。まぁ、家にお上がんなさい。服を洗って料理でも振舞うよ」
そう言って彼女はTurala達を家へと招じ入れると、Skeffington Covenの仲間を彼女達に引き合わせたのだった。
二九二〇年Hearth Fire月十一日

　Cyrodiil, 帝都にて

　処刑の数日前からRijiaは眠ろうと努めることさえしなかったし、この処刑の間中に流れている音楽は、眠りの国へ誘おうとするように陰鬱である。だから、彼女はその音楽にうっとり身を任せているかのようである。彼女は眼前に座った男――彼が嘗ての恋人であったことすら、もう彼女には分からない――の左目をねめつけて片時も目を離そうとはしない。その隣の男――彼がVersidueであることも、今は記憶の彼方だ――は尻尾を小奇麗に自分の体に巻きつけて勝ち誇ったような顔付きを浮かべている。恐怖すらも感じなくなった彼女の、そのしっかり固定された背中を処刑執行人が触れる。悪夢から醒めようとするかのように身動ぎを繰り返す彼女。
　第一斬は彼女の後頭部。木霊する悲鳴に被せるようにして第二斬。頭と胴が別離を惜しむより先、彼女は死んだ。
　皇帝はVersidueの方を弱々しく振り返った。「これで全て終わった。Hammerfellに居る美しい妹というのは、確かCordaと言ったかな？」
二九二〇年Hearth Fire月十八日

　High Rock, Dwynnen
「魔女が売ってくれた馬は、前のものよりも上等ではないな」Cassyrは考える。「精霊信仰、供物、魔法で出してくれた食べ物、それに彼女の仲間達も感じの良い人達だったけど、荷物係を駄目にしてしまった」それでも、それは、さしたる不満ではない。さて、彼はTuralaとBosrielと別れて故郷を囲む壁の辺りをぶらついていると、程無くして、古い友人と親戚に質問攻めに会うことになった。

　「どうして、まだ戦争が続いてるんだ？」道を駆けて来ながら、従兄弟が大声で言う。「Vivecが皇子と講和協定を結んで、でも皇帝がそれを裏切ったって本当なのか？」
「いやいや、そうじゃないんだろう？」そこに友人も加わってくる。「俺の聞いた話じゃあ、Dunmerが皇子を暗殺して講和協定をでっち上げたってことらしいぜ。まぁ、証拠は無いけどな」
「おいおい、ここじゃあ、他に面白いことは無いのかい？」笑ってCassyrが応じる。「悪いけど、戦争にもVivecにも興味は無いんだよ」

「そうだな、Cordaの大名行列の話はどうだい？」友人が言う。「お供をいっぱい引き連れてさ、海岸を横切ってったぜ。何でも、帝都に行くらしいな」
「でも、それだけの事さ。それよりVivecのことは知ってるかい？」従兄弟が言う。「生ける神って話だぜ」
「もしもSheogorathが居なくなったら、奴が狂気の神に適任だね」横柄にCassyrが答える。
「そう言えば、あの連れはどうしたんだい？　確か、Dunmerと一緒に此処まで旅してきたって言ってたろう？」この辺りでは、Dunmerの女はとても珍しいのだ。
Cassyrはただ笑ってみせるだけ。Turala Skeffingtonの顔が一瞬だけ脳裏に光って、それから消えて行く。「彼女はあそこで上手くやっていけるだろう。Bosrielの世話もよく看てもらえるさ」そう、彼にとっては、Turala達も戦争も、今や過去のことなのである。とりわけ戦争については、決して思い出したくもない。そして、彼は馬を降りると、Iliac Bayの些細な噂話に耳を傾けながら、故郷の街へと足を踏み入れたのだった。
この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Frostfall月の書――」に引き継がれる。
　訳注　Maraは愛の神。Sheogorathは狂気の神。
「2920,The Last Year of the First Era　――Frostfall――」

「二九二〇年、第一紀最後の年　――Frostfall月の書――」

Carlovac Townway著

二九二〇年Frostfall月十日

　High Rock, Phrygias
　そのモンスターは、彼女らの前で、どんよりと曇った瞳で無感動に瞬きしつつ、その口を開けたり閉じたりしている。あたかも、その機能を学び直しているかのようである。その牙の上から垂らされたサルビア（観葉植物の一）の蜜は、ゴボゴボと音を立てつつ糸を引いて飲み込まれていく。Turalaはこんな生物を見たことは無かった。人間のような後脚を具えた、力強そうな爬虫類。それを見て、Mynisteraが彼女に激しい拍手を送る。
　「お嬢ちゃん」喜んだ声を上げる。「たまげたね、これほど飲み込みが早いとはね。このdaedrothを呼び出したとき、何を考えていたかい？」
　そう言われて、Turalaは召喚した時のことを思い返してみることにする。彼女が考えていたのは、現実界からOblivion界へと至ること、そして、この忌まわしい生物を意志の力によって引っ張り出すことだけだった。
「赤色のことを、考えていました」集中して彼女は答える。「真紅、その単純にして明解であること。それから……欲求をこめて呪文を唱えました。これだけです」
「欲求、これは若い魔女にとって重要な力になる」Mynisteraは言う。「それに、この場合には丁度良いってもんだよ。daedrothはそういう単純な力に感応するからね。それじゃあ、呼び出したのと同じくらい簡単に欲求を解放できるかね？」
　Turalaは目を閉じると、「解放」の祈祷を唱え始める。それに合わせて、daedrothは不思議そうに目をパチクリとさせながらも、その姿は絵が陽に色あせるように消えていく。喜びの声を上げて、このDark Elfの生徒にMynisteraは抱きつく。

「まったく、信じられないよ。この魔女の集会で一月と一日と過ごしただけで、此処でも飛びきり優れた魔女になっちまったんだからね。きっと、お嬢ちゃんの中には、特別な血が流れてるに違いないね。あの精霊に触れる手つきときたら、まるで恋人に愛撫するようじゃないか。いつか、この集会を導く存在になれるよ。……あぁ、請け合うとも！」
　その賛辞に、Turalaはにっこりと笑う。Dukeも彼女の容姿や――追放の憂き目に会う前には――血筋の良さや物腰を褒めてくれたけれど、それは上辺のものだった。Cassyrの賛辞も嬉しかったけれど、結局のところ、彼は単なる仲間以外の何者でもない。しかし、Mynisteraの言葉には、家族のような親密さが感じられるのだった。
　「ううん、貴方だったら、この先、何十年もこの集会を率いていけますよ」Turalaは言う。
　「もちろん、そのつもりさね。でもね、ここ最近のワシときたら、精霊の力を何時どうやって使ったらいいか、それがぼんやりとしか分からなくなってきてるんだよ。もちろん、精霊は素晴らしい仲間だし、ワシ達に真実を伝えてくれる。結局のところ、これはワシの方の問題なのさね」そう言って、向こうの小屋に続く扉を開ける。秋のそよ風が其処から入り込むと、daedrothの残した悪臭をすっかり運び去った。「そうだ、Wayrestにお使いを頼まれてくれないかね。一週間で着いて、もう一週間で戻って来れるはずだよ。DoryathaとCelephynaを連れて行くといい。そこには、ここでは育てられない薬草が生えててね、それをこの宝石で買って来てもらいたいんだよ。なに、こんなもの持ってたって、使う暇なんかありゃしないんだからね。そうそう、あっちに着いたら、お嬢ちゃんがSkeffington Covenの一員だって知らせてやるんだよ。ずっと仕事の運び具合が良くなるからね」
Turalaはその言葉に従って、彼女の仲間と一緒に馬へとまたがる。五ヶ月になるBosrielも、Mynisteraに抱かれながら彼女にお別れのキスをした。ここの魔女の誰もが、この愛らしい赤ん坊――残忍なDukeを父に持ち、帝国のHeartland森で野生のElfに取り上げられた――にぞっこんだったのだ。だから、留守の間も子守役の魔女がBosrielをしっかり危険から守ってくれることを、彼女は知っている。そして、何度もキスと愛撫をその赤ん坊にしてあげてから、若い三人の魔女は、赤と黄と橙に色付く森へと馬を進めたのであった。
二九二〇年Frostfall月十二日

　High Rock, Dwynnen

　Middasの夜の間、《愛無きヤマアラシ》亭はひどく賑わっていた。部屋の中央に設えられた暖炉の炎は轟々と燃え盛って、ほとんど禍々しいまでの光を周囲の常連達に投げ掛けている。その光に照らし出された彼らは、まるでArcturian Heresiesによって作られた一幅のタペストリーのようである。Cassyrはいつもの席に従兄弟と一緒に座ると、エールを一杯、注文した。
　「Baronには会ったかい？」従兄弟のPalythが尋ねる。

　「ああ。Urvaius宮殿の仕事を世話してくれたよ」誇らしげにCassyrは答える。「でも、それ以上は教えられないんだ。何でも、色々と秘密にしておかなきゃいけないらしい。それより、何だって、今夜はこんなに客足が多いんだい？」
　「Dark Elfの船が一隻、海岸に着くらしい。戦争帰りなんだとさ。俺は、お前を古参兵だって、奴らに売り込むつもりなんだけどな」

　Cassyrは顔を赤らめて、しかし、問い返せるほどに平静を取り戻した。「奴ら、ここで何してるんだい？　講和協定はどうなったのさ？」
　「さぁ、全部は知らないけどね」Palythは言う。「ただ、また皇帝とVivecとで交渉してるらしいがな。どうも此の酒場に集まった連中の中には、その交渉の行方を調べるのに金を出してる奴もいるらしいぜ。それで、聞いた話じゃあ、今夜の船が着く海岸がくさいとか何とか……。まぁ、詳しいことは、そいつらを捕まえて聞いてみるんだな」
　そこまで言い終えると、急にCassyrの腕を掴んで酒場の反対の方まで連れて行く。Cassyrはそれを振りほどこうとしたが無理だった。その連れて行かれた先には、Dunmerの旅人達が集まって、地元の噂話に花を咲かせている。彼らはたいそう愛想が良さそうな活気溢れる若者達で、その小奇麗な身なりや高値のエールを手にしているところから、旅の途中の商人であるらしかった。
　「すみません」Palythが彼らの会話に割って入る。「私のシャイな従兄弟のCassyrときたら、それはもう素晴らしい軍人でしてね。あのVivecに仕えていたこともあるんですよ」
　「ほう、貴方が、あのCassyrさんですか」その中の酔っ払った一人が、にんまりと親密な笑みを浮かべてCassyrに握手を求める。「Cassyr《史上最低のスパイ》Whitley、Vivec様が仰るにはね。あんたのお粗末な頭のせいで、俺達はAld Marakを失ったんだからな。ハッ、願わくば、あんた、もう金輪際あんなヘマをやらかすんじゃないぜ」
　彼らがどれだけ自分の失敗談を誇張してわめき立てて、その度に爆笑が起こったとしても、Cassyrはただ笑ってそれを聞いているだけだ。その騒ぎに酒場に居る地元の連中は訝しげな視線を送ったけれど、しかし、誰もその理由を問い質すことはしなかった。だが、そう無関心で居られなかったのは、もちろんPalythである。彼は、自分の従兄弟が英雄として故郷に戻って来たと、心から信じていたのだった。実際のところ、Baronはその失敗談を聞いていた。だが、それはよくある嫉妬から来る噂話の一つとして気にも留めていなかったのだ。

　そして、Cassyrのはらわたは「Vivec憎し」と密かに煮えくり返っていたのである。
二九二〇年Frostfall月二十一日

　Cyrodiil, 帝都にて
　眩いばかりの純白のドレス――それは、HegatheのMorwha修道院に於ける司祭の衣装である――をまとったCordaが帝都に到着したのは、ちょうど最初の冬嵐が去った頃だった。雲を割って陽光が差す中、美麗なRedguardの少女の衛兵達に守られながら、宮殿に続く大通りを馬に乗って進んで行く。Rijiaは背が高くほっそりと骨ばって横柄な物腰であるのに対して、Cordaは背が低く丸顔で茶色のどんぐり眼の女の子である。さっそく、帝都の住人は二人を比べるのに精を出し始める。
　「Rijiaの処刑から、まだ一ヶ月も経っていないっていうのにね」宮殿付きの女中が、窓越しにCordaを見ながらぶつぶつと言って、隣の女中仲間にウインクを送る。
「それに、彼女が修道院を出てからも、一ヶ月も経ってないわよ」女中仲間はそれに答えると、噂話を披露し始める。「これは、ここだけの話だけどね。どうも、Rijiaって本当は無実だったらしいわよ。可哀想にねぇ、最後はあんな風になっちゃって」
二九二〇年Frostfall月二十四日

　High Rock, Dwynnen

　Cassyrは、海岸でみぞれが海に落ちて行くのを眺めていた。「悲しいな」不意に彼は思う。「海を見ていると、どうしてこんなに悲しくなるんだろう？　もう、Tamrielの何処にも自分の居場所は無いんだろうな。あの忌々しい失敗談は、既に酒場中の物笑いの種になってしまった。Baronからも解雇を言い渡されてしまった。間違いなく、Daggerfall、Dawnstar、Lilmoth、Rimmen、Greenheart、それに恐らくはAkavirやYokudaでも俺は笑われているんだろう。きっと、このまま海にでも飛び込んじまうべきなんだ」その考えは、しかし、彼の心中からすぐに出て行った。何故なら、彼が感じていたのは絶望ではなくVivecに対する怒りであったからだ。その怒りは、自身にも消すことが出来ないまま、彼の中で渦巻いている。
　「すみません」唐突に後ろから声をかけられて、彼は跳び上がった。「お邪魔して申し訳ないのですけど、この辺で安い宿屋は無いでしょうか？」
　それは、大袋を肩にかけた若いNord男性だった。明らかに、近くに泊めてあるボートに乗ってきたようだ。ここ何週間というもの会う人の誰もから大間抜け呼ばわりされてきた彼にとって、いくら落ち込んでいるとはいえ、こうして礼を払ってくれる相手には親切にしようという気にならざるを得ない。

　「たった今、Skyrimからいらしたんですか？」Cassyrは尋ねる。
　「いえ、今からそこに行くところなんです」その男は答える。「方々を渡り歩いてましてね。前はSentinel、その前はStros M’kai、その前はValenwoodのWoodhearth、その前はSummursetのArtaeum島と、こんな風にです。ああ、そうです、僕はWellegと言います」
　Cassyrも、自己紹介をして彼と握手を交わす。「Artaeum島と言いましたね。それでは、あなたはPsijicなんですか？」
　「いえいえ、そんなんじゃありませんよ」Wellegは肩をすくめる。「それに、もう破門されてしまいましたし」
　「ふむ。でも、daedraの召喚については、何か御存知じゃありませんか？　実は、ある強大な人物――彼を生ける神だなんて言う人も居ますけど――に呪いをかけて欲しいんです。まったく、このところケチの付き通しなんです。Baronなんか、私を視界に入れるのも嫌がるぐらいでして。でも、Baron夫人は同情してくれて、頼んだら、召喚祭儀場を貸してくれたんです」パシッと拳を自分の手の平に打ちつけて、「もちろん、そこで考え付く限り全ての儀式をやって、あらゆる供物を捧げてみました。……でも、何も召喚することは出来なかったんです」
「Sotha Sil先生のせいだと思います。あの人に教えを仰いでいたのは、もう昔のことなんですけど」苦々しげにWellegは答える。「彼に言われて、daedraの王子達は素人召喚師の呼びかけに応じないようにしてるんです。少なくとも、この戦争が終わるまでは。だから、彼らdaedraを呼び出せるのは、Psijicか、あるいは流浪の魔道師や魔女ぐらいなものです」
　「魔女？　あなた、魔女って言いましたね？」

二九二〇年Frostfall月二十九日
　High Rock, Phrygiasにて

　森をすっぽり覆った霧の向こうから、青白い陽光が差している。そんな中を、Turala、DoryathaそれにCelephynaの三人が荷を積み込んだ馬に乗って駆けて行く。彼女達が進む丘は舗装されておらず、しかも霜が降りていてツルツルと滑りやすい。Turalaは歩を進めながらも、しかし、早くBosrielの元に帰りたいという気持と戦っていた。確かにWayrestまで赴くのはちょっとした冒険だし、街の人々が自分の姿に怖がったり尊敬のまなざしで見てくれたりするのは気持の良いものだ。しかし、最初の数日間を除いて、彼女が考えることが出来たのは、仲間や子供のところに早く帰りたいということだけだった。
　烈しい冬の風が彼女の顔を撫でていくので、前方の道しか見ることが出来ない。だから、彼女の横に馬が近付いて来たのも、すぐ近くになるまで気付くことが無かった。その馬の主Cassyrの姿を見て、彼女は驚きと旧友に会えた喜びがないまぜになった叫びを上げてしまった。彼の顔付きは青ざめてやつれていたけれど、しかし、それは単に旅の疲れのせいだろうと彼女は考えた。

「どうしてPhrygiasに戻ってきたの？」彼女は笑って言う。「Dwynnenの居心地が悪かったのかしら？」
　「いや、最高だったよ」彼は答える。「それより、Skeffington covenの助けが欲しいんだ」

　「一緒に行きましょ」彼女は言う。「今からMynisteraの元に戻るところなの」
　Cassyrを加えた四人は、Wayrestの話に花を咲かせながら駆けて行く。DoryathaとCelephynaにとっても、それは滅多に無い楽しみだった。何故なら、Skeffington covenで育った彼女達にとって、その母親や祖母と同じように、外の世界と触れ合う機会はほとんど無いからである。だから、High Rockの普通の街の話であっても、充分に興味深いものなのだ。Cassyrの言葉は少なかったけれど、笑みや相槌を打って会話を盛り上げた。有り難い事に、彼の愚行はまだ伝わっていないようである。あるいは、ひょっとしたら、彼女達が彼に気をつかっているだけの事かも知れないが。
　それは、Doryathaが酒場で聞いた話――質屋に忍び込んだ泥棒が、夜通し閉じ込められてしまった――を披露している最中のことだった。不意に、彼女が口を閉じた。そこに在るはずの納屋が見つからないのだ。残った三人は霧の中にじっと目を凝らしていたが、すぐにSkeffington covenが在るべき場所へと全力で駆けて行った。
　そこには、燻った残骸が残っているばかりである。灰、骸骨、それに壊れた武器。こんな情景をCassyrは一度、見たことがある。そう、オークの襲撃後だ。
　魔女達は馬を降りると、廃墟の後を当てども無くうろついては、悲しみの声を上げている。Celephynaが、血に濡れたぼろ切れを見つけ出す。それは、Mynisteraの服の一部に間違いなかった。それをしっかと握り締めて、青白い顔ですすり泣く彼女。TuralaはBosrielを求めて大声で叫ぶものの、それに答えるのは、灰を徒に巻き上げて高く響く風の音だけ。
　「何があったのよ？」叫ぶ彼女の頬には幾筋もの涙。「こんなことした奴、絶対にOblivion界の劫火で焼き尽くしてやるわ！　ねぇ、私の赤ちゃんに何したのよ？」
　「俺が犯人を知ってるぜ」立ち尽くすTuralaの傍まで馬を進めると、それから降りてCassyrが静かに言う。「ここで使われた武器には見覚えがあるんだ。Dwynnenのある連中が好んで使うんだが、まさか奴らがTurala達の居場所を知っているわけ無いだろうし。……だから、これはMournholdのDukeが雇った暗殺者の仕業に違いないね」
　思わず口からでまかせが出て、彼は自分で驚いてしまった。しかし、Turalaがそれを信じることはすぐに確信できた。何故なら、表にこそ出していないものの、あの冷酷残忍なDukeに対する怒りは、そう簡単に収まるはずが無いからだ。彼女の怒りに燃える瞳は、Morrowindでの彼と彼女の屈辱にdaedraによって復讐の二文字を突きつけようという意志を物語っている。
　そして、彼らは復讐の算段を練り始める。結局のところ、欲求よりも強い力は憤怒に他ならないのだ。それが、どれだけ的外れのものであろうとも。
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Sun’s Dusk月の書――」に引き継がれる。
　訳注　Middasは水曜日に相当する。月曜から日曜まで順に列挙するならば、Morndas、Tirdas、Middas、Turdas、Fredas、Loredas、Sundasとなる。
「2920,The Last Year of the First Era　――Sun’s Dusk――」

「二九二〇年、第一紀最後の年　――Sun’s Dusk月の書――」

Carlovac Townway著

　二九二〇年Sun’s Dusk月二日

　Morrowind, Tel Aruhn

「Night Mother様、一人の男が謁見を希望しています」衛兵が言う。「Gideon地方のBlack Marsh出身、Kothringi部族の一員でZuukと名乗っております。信用証明書も預かっています」
　「ふん、それで、お前はそのZuukとやらが私の興味を惹くような奴だと思っているのか？」胃のむかつくような甘い吐息で答える。
　「いえ、それが、先に没した皇后からの手紙を携えておりまして」

　「私は忙しい」そう言うと、にっこり笑って手を打ち鳴らして、「だから、早くそいつを連れて来なさい」
　そして、Zuukは謁見室に通される。彼は自身の顔と手だけは晒していたが、その金属質の肌は、暖炉の灯りや窓の外の稲光を反射している。Night Notherは、彼が彼女を見るように、注意して自分の姿――穏やかで、美しく、恐怖を惹き起こす――をその反射顔に見て取った。言葉も無く差し出された手紙を取って、ワインをちびちびとやりながらそれを読み始める。
「ふむ、今年の初めには、Dukeも皇帝の命を狙ってたわよ」その手紙を折り畳みながら彼女が言う。「まぁ、その支払金は海に沈んでそのままだけど。実際のところ、もう既に宮殿で暗殺者騒ぎが起こっている以上、これは厄介な依頼よ。そもそも、ちゃんとお金はあるのかしら？　死人に請求する訳にはいかないのよ」
　「あります」彼は簡単に答える。「外に荷馬車が待たせてあります」

　「じゃあ、それを持って来て。それで商談成立よ」彼女が笑って言う。「これで、今年の終わりには皇帝は死ぬわ。お金はApaladithに渡しておいてね。そうだ、ワインはいかが？」
彼は、それを丁重に断って謁見室を辞した。彼が部屋を出るとすぐに、闇色のタペストリーの陰からMiramorが音も無く現れる。彼女はMiramorにワインを勧めて、彼はそれを受け取る。
　「Zuuk、奴のことは知ってるぜ」注意深く彼は言う。「おっ死んじまった皇后のために何をしようとしてるかは分かんねぇけど」

　「よければ、あなたの事もっと聞かせて頂戴」もちろん、彼がそれを拒まないことは知っていた。
　「俺は優秀だぜ」Miramorは答える。「皇帝の奴を独りにしてみな、すぐに俺がその喉笛をかっ切ってみせるから。俺様の隠遁スキルで皇子だって殺ってみせたんだからな。なぁ、あのタペストリーにさざ波一つでも立っていたか？」
　事が上手く運んでいるのを見て、彼女はにっこりと笑う。
　「あなたがダガーの使い方を覚えたなら、Bodrumで殺してみせるでしょうね」そして、彼に暗殺の手順を教え始める。

　二九二〇年Sun’s Dusk月三日
　Morrowind, Mournholdにて

　Dukeは、窓の外をじっと眺めていた。朝の早い時間であったが、ここ四日間途切れることなく天気は思わしくなく、今朝も街は赤い霧に覆われて稲光が走っている。通りに吹き荒れる奇妙な風は、胸壁（城や塔などの高層建築物の屋上の周囲に張り巡らす、人の胸の高さほどの壁）に備えられたMournhold城の旗をなびかせ、街の家々の門戸をきつく閉ざさせている。何か良くないことがこの国に近付いている。彼はあまり物を学ぶということをしない男であるが、これが悪い兆候であることは分かっていた。そして、それは彼の家臣も同じである。
　「俺が放った伝令は、いつVivec達のところに着くんだ？」城代の方を向いて、Dukeはうなってみせる。
　「皇帝と講和協定の交渉を進めるために、只今、Vivec様は遥か北方に居らっしゃいます」恐怖で声を震わせながら答える。「Almalexia様とSotha Sil様は、Necromに居らっしゃいます。ですから、数日中には伝令がそこに到着するはずです」
　Dukeはそれに頷いてみせる。しかし、彼は知っていた。確かに伝令の足は速いだろうが、それ以上にOblivion界の魔の手の方が速いことを。
二九二〇年Sun’s Dusk月六日
Morrowind, Bodrumにて

　松明に照らし出された情景――雪がまるで霧のように視界を覆っている――は、あたかも異世界に迷い込んだかのような美しさである。両陣のテントから抜け出してきた兵士達は、みんな大篝火（おおかがりび）の周囲に密集し始める。この冬の寒さの中では、ここに居る八十人の誰もが、暖を巡る戦いの相手なのだ。とりわけ、DunmerとCyrodiilが少しでも口を利こうものなら、すぐに言い争いが始まる始末である。と、美しいRedguardの少女がやって来たかと思うと、彼らに割り行って暖を取って、すぐに講和協定が話し合われているテントに引っ込んでしまった。彼女が立ち去った後でも、残された人々の目はそのテントに注がれている。実際のところ、両陣の兵士ともが、この協定の成功を祈っているのである。
　皇帝は、この交渉を早く切り上げて立ち去ってしまいたかった。一ヶ月の前の彼なら、Ald Marakを奪取されたVivec達を見てさぞ溜飲が下がるだろうと思っていたけれど、いざBodrumへと足を運ぶと、自身で思っていた以上にあの辛い記憶が彼を苦しめ始めるのだ。「陛下、あの河に転がる岩は、元々、赤いのですよ」と幾らVersidueが諭したところで、皇帝には、それが兵士達の血に見えて仕方がないのである。
「大方、これで講和の片は付いたな」温かいyuelleの入ったグラスをCordaから受け取りながら、皇帝が言う。「しかし、今ここで調印をする訳にはいかない。こういう歴史的に意義深いものは、帝都の宮殿でもって威厳と壮麗に満ちた中で完遂させなければならないからな。Alamlaxiaを連れて帝都まで来るがいい。その魔道師も一緒にな」
　「Sotha Silです」Versidueが耳打ちする。

　「何時なら良ろしいでしょうか？」素晴らしい忍耐強さでもってVivecが言葉を運ぶ。
　「今から、ちょうど一ヶ月後だ」寛大そうに笑むと、ぎこちなく足を組み換える。「大広間を用意して待っていよう。さて、私は失礼させてもらうよ。この寒空のせいで、すっかり脚が引きつりを起こしてしまっているんだ。Corda、一緒に散歩に行こう」
　「ええ、もちろんですとも」そう言って、彼を支えながらテントの入口まで歩いて行く。
「私も御供して構いませんでしょうか？」Versidueが尋ねる。

「私も如何でしょう？」新しく相談役として宮廷に招かれた、SenchalのKing Dro’Zelも尋ねる。
　「必要ない。すぐに帰って来る」
八ヶ月前のBodrumの戦いで上官の目をやり過ごした時と同じように、Miramorは今もイグサの陰にじっと身を潜ませて皇帝の様子を窺っている。しかし、この冬の季節には、地面は雪で固められてイグサも氷に覆われている。これでは、少しでも動いたら足音で見付かってしまうだろう。だから、その時ちょうど、大篝火を囲んだMorrowind軍と帝国軍との騒々しい二部合唱が聞こえて来なかったら、彼は皇帝とCordaの背後に忍び寄ることは出来なかったに違いない。二人は、まとわり付いた氷が輝く木々に囲まれた、崖下に流れる――今は凍り付いてしまっているが――小川のほとりに立っていた。
　慎重に、Miramorは鞘からダガーを抜き払う。実際のところ、彼はNight Motherに短剣のスキルを少しだけ誇張してみせていた。確かに皇子の喉笛をダガーで掻き切ったけれど、彼には臨戦態勢に入る時間を与えていなかったのだ。だが、老年の男（しかも隻眼の！）を刺し殺すのが、どれだけ難しいと、どれだけ暗殺スキルが必要だと言うのだろうか。全くもって、楽な仕事と言うべきではないだろうか。
　そして、絶好のチャンスが訪れた。Cordaが、「見て！　森の奥に、あんな変な形のツララ！」と声を上げて駆けて行ってしまったのだ。それを、皇帝は微笑で見送る。そして、彼は崖の方に向き直ると、向こうから聞こえて来る両陣の歌声に耳を澄ましている。「今しか無い」Miramorは心を固める。彼は、自分が立てる足音に細心の注意を払いながら歩を進める。一歩、また一歩。そして、皇帝のすぐ背後に迫ったとき――。
　それは、ほぼ同時に起こった。誰かに背後から羽交い絞めにされたと思った途端に、別の誰かに喉を突かれていた。彼は悲鳴を上げることさえ出来なかった。皇帝はまだ丘の上の兵士達を仰ぎ見ているばかりで、Miramorが近くの雑木林に引っ張り込まれて背中からバッサリ殺られたのにも気付かない。
Miramorは見ていた、自分の血溜りが凍り付いた地面で結晶化していくのを。そして、皇帝とその恋人が丘の上のキャンプに戻って行くのを。

　二九二〇年Sun’s Dusk月十二日
　Morrowind, Mournhold

　Mournhold城の中庭に渦巻く劫火は、上空の雲さえ水蒸気へと帰させている。厚い煙が通りを覆い、木と紙で出来たもの、いや、燃えるものからは何でも火の手が上がっている。物陰に潜んでいた住人はコウモリの様な翼を持つ怪物に追い立てられて、開けた場所に出たところで虐殺の憂き目に会っている。もはや、Mournholdで燃やされていないところは、人々の血溜りだけという有様である。
Mournhold城が粉塵へと帰していく様を、Mehrunes Dagonはぞっとする笑みで見渡している。
「全くもって」彼の混沌めいた咆哮が轟く。「こんな楽しいこと、他に無いね」

　――と、赤黒い上空に差す一筋の細い光が彼の目に止まる。その源を辿ってみると、丘の上に一組の男女が立っているのが目に入った。その白いローブをまとった男、彼がSotha Silであることはすぐに分かった。下らない講和協定のために、Oblivion界の王子達のところを駆けずり回っていたからだ。
　「Dukeの奴を助けるために来たんなら、全くの無駄足だったな。此処には居ないぜ」大笑してMehrunes Dagonが言う。「まぁ、雨でも降れば、奴の破片くらいは見つかるかも知れないがね」
　「daedraよ、私達は貴方を殺すことが出来ません」決心を固めたように、硬い表情でAlmalexiaが言う。「しかし、すぐに後悔することになりますよ」
　かくして、Mournholdの廃墟に於ける、二人の生ける神とOblivion界の王子との戦いの火蓋は切って落とされたのである。
　二九二〇年Sun’s Dusk月十七日
　Morrowind, Tel Aruhnにて

　「Night Mother様」衛兵が言う。「宮殿に潜ませたエージェントから連絡が入っております」
　彼女は注意深く報告書を読む。「ふふ、成功ね」計画通り、Miramorは発見され、そして殺された。警戒が解かれた現在、皇帝の周囲の守りは手薄になっているはずだ。彼女はすぐに返事をしたために掛かる。
　二九二〇年Sun’s Dusk月十八日
　Morrowind, Balmoraにて

　鹿爪らしい、感情の読めぬ顔付きでもって、Sotha Silは宮殿の大広間に居るVivecと挨拶を交わした。VivecはBodrumのテントでMournholdの戦闘を聞き及ぶとすぐに、昼も夜も問わず、Dagoth-Urの領土を横切ってまで、それこそ目にも止まらぬ速さで何マイルも駆けてきたのだった。南方へ向かう船旅の途中、Mournholdの方で赤い雲が渦巻いているのを見て、daedraとの戦いが何日も続いていることが分かった。そして、彼がGnisisに差し掛かったとき、「Balmoraで落ち合う」ことを伝える、Sotha Silからの伝令に会ったのだ。
「Almalexiaは何処に？」
　「中だよ」弱々しげにSotha Silは答える。彼の顎には、長く醜い切り傷が走っている。「彼女もかなり傷を負ったけど、でも、Mehrunes Dagonも、ここ暫らくはOblivion界からは戻って来れないよ」
彼女は絹のベッドに横たわって、Vivec専属の治療師に介抱されていた。その顔は、唇でさえ岩のように灰色で、巻かれたガーゼや包帯には所々に血が飛び散っている。Vivecは彼女の冷たい手を取る。何事か呟いたような気がするが、しかし、それは言葉になっていない。彼女は夢を見ていた。
　炎の嵐の真っただ中、彼女は再びMehrunes Dagonと対峙している。周囲には嘗て城だったものの残骸が散らばり、夜空には雷の閃光が鋭く走っている。daedraの爪が彼女の腹をえぐり、そこから静脈に流れ込んだ毒は、彼女がMehrunesの頸を締め上げている間にも体中に広がっていく。そのまま、二人はもつれ合ったまま、足元の廃墟へと落下して行く。しかし、彼女は知っていた。それが、Mournhold城ではなく帝都の宮殿であったことを。
　二九二〇年Sun’s Dusk月二十四日
　Cyrodiil, 帝都にて

　冬の強風が帝都を覆い、宮殿の窓やガラス製の丸屋根を激しく揺さぶっている。震える灯りの光は、幻想的な陰影を織り成していた。
　皇帝は、祝宴と舞踏会の手配を、家臣達に大声で命令している。彼にとって、これは戦闘よりも楽しいものなのだ。King Dro’Zelは余興の計画を指揮しながら、張り切って口を挟んでいる。皇帝自身も、ディナーの準備に出向いている。焼きnebfish、新鮮な野菜、クリームスープ、バター塗りのhelerac、codscrumb、それにアスピック（肉汁ゼリー）などがテーブルに並んでいく。Versidueは、ほとんど口出しはしなかった。Akavirの好みは、かなり変わっているからだ。
　その夜、皇帝とCordaは、彼の部屋で二人っきりで過ごした。
　この年は、「二九二〇年、第一紀最後の年　――Evening Star月の書――」に引き継がれる。

「2920,The Last Year of the First Era　――Evening Star――」

「二九二〇年、第一紀最後の年　――Evening Star月の書――」

Carlovac Townway著

　二九二〇年Evening Star月一日

　Morrowind, Balmoraにて
Almalexiaが目覚めたとき、冬の朝の光に霜の降りた蜘蛛の巣が輝いていた。老齢の治療師は、安堵の表情を浮かべて彼女の頬を濡れ布巾で拭う。ベッドの隣の椅子では、Vivecが眠り込んでいる。治療師は、サイドキャビネットに駆け寄って水差しを取ってきた。
「女神様、御気分は如何でいらっしゃいますか？」治療師は尋ねる。
　「とても……長い間、眠っていたみたい」Almalexiaは答える。
　「ええ、十五日間も眠っていらしたんですもの」そう言うと、Vivecの腕をゆする。「御主人様、起きて下さいませ。Almalexia様が意識を取り戻されました」
　彼はハッとして目を開けると、彼女の無事な姿を見て顔中に笑みを浮かべる。そして、彼女の手を取って額に唇を重ねた。ようやく、彼女の肌に赤みが差してくる。
　急に何か思い出したような素振りで、「Sotha Silは――」とAlmalexia。
　「彼も無事だよ」Vivecが彼女の台詞を引き継ぐ。「また何処かで機械でもいじってるんだろう。Sotha Silも此処で君を心配していたけど、彼には彼の為すべきこと――例えば、あの風変わりな魔法とか――があるって分かったのさ」
　その時、城代が戸口に現れる。「お話の途中に申し訳ありませんが、御主人様、お伝えしたいことが御座います。御命令どおり、昨夜遅くに早馬の伝令を帝都に派遣いたしました」
　「伝令ですって？」Almalexiaが尋ねる。「何が起こっているの？」
　「帝国との講和協定に調印しなくてはならないんだけれど、君がこれでは……。だから、その調印の予定を繰り延べる旨を伝えようと――」
　「Vivec、貴方が此処に居ても仕方ありません」Almalexiaはわざと険しい口調で言う。「この機会を逃せば再びMorrowindは戦禍に包まれるでしょうし、あるいは、また八十年もそれが続くかも知れないんですよ。さぁ、護衛を連れて早く帝都に向かって頂戴。今からでも、数日の遅刻で済みますから」
　「本当に、私は必要ないんだね？」
　「Morrowindは、ずっと貴方を必要としています」

　二九二〇年Evening Star月六日

　Cyrodiil, 帝都にて

　皇帝は、玉座にかけて謁見の間を見晴らした。それは壮観な光景である。銀の飾り紐が垂木から下げられ、四隅には香草の焚かれた大釜が置かれている。pyandonea揚羽蝶の群れが、まるで歌でもうたっているかのように軽やかに宙を舞う。松明に火が入れられて召使達が扇をはためかせ始めると、この謁見の間は煌く幻想の世界へと変じた。調理室からは、スパイスや肉の焼ける匂いが漂ってくる。
　VersidueとSavirienが、謁見の間へと滑り入ってくる。二人ともTsaesciの頭飾りと宝石で飾り立てているものの、その黄金の面に笑みは無い。しかし、それは何時ものことであったから、皇帝は全く意に介さず彼らに親密な挨拶を送った。
　「野蛮なDark Elfでも、これには感激するに違いないぞ」皇帝は笑って言う。「それで、奴らはいつ到着するんだ？」
　「只今、Vivecからの伝令が着きまして御座います」Versidueは厳かに答える。「陛下独りでお会いになられるのが最良と存じます」
　皇帝は顔を引き締めると、召使達の所払いを顎で命じた。すると、Cordaが羊皮紙を携えて謁見の間に入ってくる。彼女は後ろ手で扉を閉めると、皇帝の顔も見ずに彼の傍まで近付いた。
　「伝令は君に手紙を渡したのかね？」彼は不審に思いながらも、それを受け取るために椅子から立ち上がる。「しかし、そんなやり方は正統な礼儀に反するというものだぞ」
　「あら、でも文書自体はとても正統なものでしてよ」そして、彼にウインクしてみせると、その顎の下に書状を突きつけた。
　それに目を落とした彼の顔は怒りに歪む。それは白紙だったのである、ただMorag Tongの刻印を除いては。――と、その手紙は落とされ、その下から小振りのナイフが繰り出される。それは嘘みたいな速さで皇帝の喉笛を捕らえ、彼は声も無く喘いで崩おれる。

　「何分、必要だい？」Savirienが尋ねる。
　「五分」返り血を拭いながらCordaが答える。「うーん、でも、十分くれたら二倍感謝したげるわ」

　「よろしい」謁見の間から急いで去ろうとする彼女の背に、Versidueは呟きを投げた。「ふむ、彼女はAkavirに違いないね。あのナイフ捌き、実に見事だったぞ」
「私はアリバイ作りに行ってきます」そう言って、皇帝が信を置く者だけに教える隠し通路へとSavirienは消えた。
「覚えていらっしゃいますか、陛下。あれは一年も前でしょうか……」Versidueは死に行く男に笑みを落とす。「『Akavirの動きは実に素晴らしい。しかし、我々の攻撃が一度でも当たれば、それで終わりだ』。それを肝に銘じておくよう、陛下は仰られましたね。それは、しかし、陛下自身にこそ相応しいものではなかったでしょうか？」
皇帝は血塊と共に言葉を吐き出す。「蛇め」
「私は蛇です、いかにも。だが、嘘は申しておりません。Vivecからの伝令はありましたよ。少し到着が遅れるようです」彼は隠し通路に消え去る前に肩をすくめてみせた。「御心配には及びません。料理が傷むことは御座いませんから」
　盛大な舞踏会のために飾り付けられた謁見の間、世界の全てを手にかけようとしていた皇帝は、ただ独り自身の血溜りに溺れていた。それを衛兵が発見したのは十五分後、既にCordaは行方をくらましていた。
　二九二〇年Evening Star月八日
　Cyrodiil, Caer Suvioにて
　VivecがGlavius卿に迎えられたとき、せっかく帝都へと足を運ぼうとしたにも関わらず祝宴が中止となってしまった件について、卿は帰路に着く上流階級の人々へとしきりに頭を下げていた。邸宅を囲む葉の落ちた木々には球の飾りが幾つも施され、それらは冷たい夜風に優しく揺れている。邸宅の中からは素朴な祝宴の匂いが流れ出し、高く悲しい旋律も聴こえてくる。それは、Akavirの伝統的な冬の祝歌である。Vivecは、表玄関でVersidueに迎えられた。
「はるばる帝都まで赴く前に伝言を受け取って頂けて、まことに有難く存じます」広くて暖かい応接室へと賓客を招じ入れながら、Versidueは言う。「私達は困難な過渡期にあります。当座は、議事堂での職務を差し控えるのが最良と考えています」
　「帝位後継者はいらっしゃらないのですか？」Vivecは尋ねる。

　「公式には。尤も、類縁の方々は帝冠を掴もうと必死ですがね。しかし、当面の職務のために私が宮殿で働くことを貴族達は了承しました」彼は使用人に二脚の椅子を暖炉前へ持ってこさせると、その一方をVivecに示した。「すぐに講和協定へと調印なさいますか？　それとも、何か召し上がってから？」
　「あなたは……先帝の協定を尊重するつもりなのですか？」
　「もちろん尊重しますとも。次期皇帝としてね」
　二九二〇年Evening Star月十四日
　Morrowind, Tel Aruhnにて
　旅塵にまみれたCordaは、Night Motherの腕の中に飛び込んだ。そうして、二人は暫らく抱き合っている。Night Motherは彼女の髪を撫でて額にキスをすると、袖から一枚の手紙を取り出した。
　「なあに、これは？」

　「Cordaの技量を褒めた、Versidueからの手紙よ」Night Motherは答える。「彼は皇帝の暗殺にお金を出そうとしたけど、でも、それを断る返事を出しておいたわ。だってZuukから充分にもらってるし、一度の殺人に二度の報酬を受けるような強欲はMephalaが許さないからね」
　「でも、姉は……Rijiaは戻らない」呆けたようにCordaは呟く。
　そう言う彼女の頭に手を置いて、「そうね。だけど、だから、あなたが仇を討ったんでしょう？」
　「これから、どうしたらいいんだろう？」
　「私達Morag Tongは、名声が高まって聖職が不可能になると、Vounoura島に行くことになってるの。ボートで一ヶ月足らずの船旅よ。そこで快適に過ごせるよう、屋敷も手配しておいたわ」そう言って、少女の涙に口付けをする。「きっと、たくさんお友達も出来るわ。Rijiaの分も幸せになりなさい」
　二九二〇年Evening Star月十九日
　Morrowind, Mournholdにて
　Almalexiaは、街が再建されていく様を眺めていた。黒焦げになって破壊された建物も、そこには既に新しい建物の骨組みが組まれている。その様子に、市民の胆力を感じずには居れない。植物さえも、驚くべき回復力を見せている。かつての並木道に植えられたcomberryとroobrushの潅木には生命の鼓動が感じられ、春が訪れれば黒い焼け野原に緑の息吹を芽生えさせることだろう。
　Dukeの後継者――彼は聡明と勇気を併せ持った青年である――も、北方から赴いていた。この大地は、彼に単なる土地以上のものを与えることだろう。より強く、より広がっていくことだろう。彼女は、このMournholdの未来がずっと良いものとなるヴィジョンを見ていた。
　たった一つ確かなこと――それは、どれだけ変わってしまおうとも、この街がAlmalexiaにとって永遠の故郷であることだ。
　二九二〇年Evening Star月二十二日
　Cyrodiil, 帝都にて
　「諸君、Cyrodiilの血統は途絶えた」宮殿の演説台の下に集った群衆に、Versidueは告げた。「しかしながら、帝国は生きている。長く輝かしい帝国の治世を支えてきた諸貴族は、先帝の類縁に玉座は相応しくないと判断された。そして、陛下の忠実なる友であった私が、代わって陛下の責務を務めることが決定された」
　自身の言葉が群集の間に染み透るまで、彼は一息を吐いた。彼ら群集は、声も無くVersidueを見上げている。街を洗い流す冬の雨雲に代わって、わずかに太陽が姿を見せていた。
　「私が帝位を持っていないこと、これは明らかにしておきたい」言葉を続ける。「私は貴方がたの国Cyrodiilに迎えられた一外国人であったし、これからもそうであるだろう。その恩義を返すためにも、私はこの責務を全うせねばならないのである。そして、より偉大な人物が現れるまで、この責務を辛抱強く務めることを約束する。さて、私の最初の仕事として、この歴史的瞬間を記念するために、来るMorningstar月一日をもって第二紀元年の到来を宣言する。諸君、帝室の喪失を追悼すると共に、これからの明るい未来に期待しようではないか」
　この演説に拍手を送ったのは一人きりだった。King Dro’Zel、彼はTamriel帝国が素晴らしいものとなることを心から信じていたのだ。もちろん、彼は完全に狂っている。
　二九二〇年Evening Star月三十一日
　Morrowind, Ebonheartにて
　Sotha Silが時計仕掛けの複雑な機械で造り上げていた都市、その都市の煙の立ち込める地下墓地では思いもかけない事が起こっていた。長く使われてきた歯車の間から、油が泡になって弾け出ていたのだ。すぐに彼はそれに気付くと、それを誘発したであろうチェーンにも注意を向けた。だが、既に、パイプは左へ０・五インチずらされ、ペダルは飛ばされ、コイルは巻き戻され、逆向きに回転し始めていた。そうして、一千年もの間、左から右へと押し出してきたピストンが、右から左へと唐突に変化する。何も壊れず、全てが変わった。
　「今すぐに修理は無理だな」彼は静かに呟く。
　そして、天井の隙間から夜空を見上げる。真夜中だった。第二紀が、混沌の時代が始まったのだ。

訳注　「2920,The Last Year of the First Era　――Evening Star――」の翻訳は、ayseさんのものを参考にしました。
